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はじめに

　1歳児は，絵本とどのように関わり，絵本をどのよう

に受けとめていくのであろうか。それが人との関わりや

言語習得及び知識の獲得にどのように結びついていくの

であろうか。本研究は，1歳児1後半期の絵本享受の実

態を，長女みぎわ（昭和52年6月25日生まれ　以下M児

と記す）の育児記録をもとに具体的に報告したものであ

る。なお，M児のO歳期における絵本享受の実態につい

ては，「幼児と絵本に関する研究一〇歳児の場合」（『大阪

教育大学紀要』第36巻　第2号）に，1歳児・前半期に

ついては，「幼児と絵本に関する研究2－1歳児1前半期

の場合」（『島根大学教育学部紀要』第29巻）に発表した。

本稿は，それに続く継続研究である◎

研究の目的

　前稿「幼児と絵本に関する研究2－1歳児1前半期の

場含」（本紀要第29巻）にも記したように、私（茂美）は，

M児が生まれると，その成長の様子を、家事。育児・研

究の合間をぬって記録し始めた。言葉が獲得されていく

その瞬間々々に立ち会っている母親として，その一こま

一こまをできるだけ詳しく記録にとどめておきたいと思

ったからである。それは，恩師・野地潤家先生ご夫妻の

研究『幼児期の言語生活の実態』I～IV（文化評論出版

1973～1977）に学ぴ，それに触発されてのことであった。

　私の育児記録は，もともと絵本享受の実態を明らかに
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する目的で始めたものではなく，専門の幼児の言語生活1

言語発達に焦点をあてた記録である。ただ，その中には，

絵本享受に関する記述もあり，それらを拾い出して見る

と，M児が絵本をとおして，言葉を覚え，周囲の人との

関わりを深め，いろいろな事物や現象に興味をもつよう

になっていく様子をうかがうことができる。今，読み返

してみると予期せずして「絵本享受の実態」の記録にも

なっていたのである。そこで，一幼児の具体的な絵本享

受場面の記録をとおして，絵本がこの時期の子どもの心

や言葉の発達にどのように関わることができるのか，ま

た，この時期の子どもへの絵本g読み聞かせはどうあれ

ばよいのかについて，明らかにしてみたい。

　このようなO歳児11歳児の絵本享受の実態報告は少

なく，事例そのものに資料的価値があると思われるので，

できるだけくわしい報告をしたい。

　なお，本稿は，「1歳児。後半期の場合」であるから，

M児の1歳6か月から1歳11か月までの記録が研究の

対象となる。ただ，M児は，1歳9か月から保育所に通

い始め，同時に私も勤め（大学の非常勤講師）を始めた

ため，時間的な余裕がなくなり争それまでのような詳し

い育児記録がとれなくなった。絵本の読み聞かせは続け

ていたが，1歳9か月以降は、絵本享受の実態の記録は

少ない。、

　もうひとつその理由をあげるとすれば，一歳半をすぎ

るころから，M児の言葉の習得は加遠度を増し，言語習

得面の記録に主力をおいたために，絵本を読み聞かせた

反応の記録は少なくなった。1歳9か月以降の記録につ

いては，このことを初めにおことわりしておきたい。

（＊記録に登場するM児は長女。みぎわ，Eは父親であ
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る。当時，奈良市学園大和町の国家公務員合同宿舎1号

棟，5階だてアパートの4階に住んでいた。）

1歳児における絵本享受の実態一M児の場合

　　　　　　　　1歳6か月

　事例1〈昭和53．12．25（1歳6か月）〉

　恒例の年末の家族旅行に出かける。西大寺一宇治山田

間の近鉄特急の中では，『くまちゃんのいちねん』（かこ

さとし文と絵，福音館，1971，タテ15㎝ヨコ15cm）を見

ている。まだ窓の外を兄て喜ぷということはなく，空席

になっている後ろの座席へ行ってうイナイイナイバーを

してみたり，イスによじのほって遊んでいる。西大寺の

駅でうとまっているたくさんの電車を指さして，「電車よ。

そら，動くよ。バイバーイ」と言って，電車を教える。

「電車，どこにいるの？」と尋ねると，さっと左側の電

車を指さし，さっと向きをかえて右側の電車も指さす。

　事例2〈昭和53．12．25（1歳6か月）〉

　宇治山田から伊勢1志摩スカイラインの観光バスに乗

る。M児は，バスが動きだすと，すぐ眠ってしまうが，

伊勢神宮で目を覚まし，境内を歩いて参詣する。金鶏が

放し飼いにしてあって，M児は，「コッコ，コッコ」と走

ってにわとりたちの方に行く。金鶏が寄ってくると，あ

とずさりして緊張する。神馬もいて，白い馬がじっとお

となしく立っている◎はじめて兄る馬にM児は，ものも

言えず，私が「パッパッパッ，お馬さんよ」と言っても，

黙って見ているだけ。馬のそばを離れると，抱かれてい

たM児が下りたがるので下ろしてやると，「パッパッ」と

言いながら，あともどりして馬を見に行こうとする。

　事例S〈昭和53．12．25（1歳6か月）＞

　いそぷえ荘では，部屋のテレビを見て，親子三人楽し

む（＊当時わが家にはテレビは置いていなかった）。M児

は，再放送の「ゴロンタ劇場」（＊NHKの幼児番組「お

かあさんといっしょ」）を見て，呆然としたような顔つき。

ときたま手足を動かすようにするが，テレビの画面に熱

中しているため，動作が出てこない。時々，私の手を引

っぱって，画面にもっていく。「ゴロンタだね」と言うと，

こっくりとうなずき，また画面を見続ける。

　事例4〈昭和53．12．26（1歳6か月）＞

　鳥羽水族館でたくさんの魚を兄る。ガラスの水檜の中

で泳いでいる魚を指さすので，「タイタイよ」とか「おさ

かな。きれいねえ」と言うと，うなずいて，じっと兄つ

めている◎とくに色彩の美しい熱帯魚を喜ぷ。ペンギン

をしばらく兄る。「ペンギンさんが，おさんぼ…」と歌っ

てやると，体を左右にふって、調子をとりながら，ペン

ギンを指さして，「ウウン，ウン」と言う。兄ているうち

に，ペンギンが岩のふちから水中にピュッと白いふんを

とばした。M児はそれを兄て，「シッコ」ど言う。「ほん

とうだあ，シッコしたねえ」と答えると，得意そうに「シ

ッコ」と言う。よほど印象が強かったとみえて，帰りの

電車の中でも，「ペンギンさんがいたね」と言うと，すぐ

に「シッコ」と言う。家に帰ってからも，「ペンギンさん，

何してた？」と聞くと，「シッコ」と言う。『とこちゃん

はどこ』（松岡享子作。加古里テ絵，福音熔1970，タテ

264cmヨコ195）の中の動物園の場面を兄せると，ペン

ギンの絵を指さして「シッコ」と言う。

　事例5〈昭和54．1．3　（1歳6か月）〉

　午後2時すぎ。Eのゼミの学生4人（大阪教育大学4

回生）来宅。M児は，ちょうどお昼寝からさめて来客に

気づき，ふとんの中でうつぷせになったまま出て来よう

としない。目をあけてチラチラ様子をうかがっているが，

「出ておいで」と言っても出て来ない。学生の一人が「み

ぎわちゃん，こんにちは」と，そばに来て声をかけると，

急に大声で泣き出す。学生たちの姿の見えない玄関やE

の部屋の方へ行って寄りつこうとしない。そこへEのゼ

ミの3回生5人がやって来たのでまた泣き出す。台所に

いる私にしがみつくようにして離れない。そのうちだん

だん慣れてくるが，知らない人たちの前で，心をはりつ

め緊張している姿をみるといじらしくなる。

　　『とこちゃんはどこ』（前出）を出してきて兄ていた。

だいぷ憤れてきたのか，みんなのいるところに近づいて

すわる。「とこちゃん，どこにいるの？」と私が聞くと，

’指でさして教える。みんなが手をたたいてくれたり，「え

らいね」とほめてくれたりすると，大きなためいきをつ

く。「これはだれ？」と絵本の中の人物を指さすと，「チ

ャーチャ（ン）」（お父さんの意）「カーカ」（お母さんの

意）と声に出して答える。しまいには，学生たちが絵本

の絵を指さして，いろいろ聞いたりすると，答えるよう

になる。

　事例6〈昭和54．1．3（1歳6か月）〉

　　（事例5に続く場面）人や自動車やいろいろな動物や

木などの単純な形をくりぬいた木製のおもちゃが入った

籍を自分で出して来て，くりぬきのおもちゃを1つ1つ

取り出す。自動車が出てくると，それを走らせるまねを

して「ブーブrと言う。（中略）木のくりぬきが出てく

ると，それを私の方に差し出して「ウン？」と言って聞

くので，「き」と言ってやると，黙っている。私が，学生

たちの前で「あいうえお」を言わせてみようと思って，

　「〈あ〉って言ってごらん」と言うと，ちょっと黙ってい

たが，その木のくりぬきを見せて「ア」と言う。学生た
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ちが笑うと，照れ笑いをする。私が「それは，き」と言

うと，今度はすぐに「キ」と，はっきりした声で真似る。

しばらく向こうをむいて遊んでいたが，木のくりぬきを

持って振り返り，私に向かって，「キ」と言う。「そう，

よく言えましたね。木ですよ」と言うと，うなずくよう

にして，繰り返し「キ」と言う。夜になって，学生たち

が帰った後も，時々思い出したように，「キ，キ，…」と

言ったり，わざわざ木のくりぬきを取り出して来て「キ」

と言って兄せたりする。一つの言葉を覚えた時の反復は，

そばで兄ていると，感心するほどである◎『くまちゃんの

いちねん』（前出）の中のいろいろな木の絵を指さして，

「これも木よ」と教えてやると，私の後について「キ」

と言ったり，自分で木の絵を指で押さえて「キ」と言っ

たりする。

　事例7〈昭和54．1．5（1歳6か月）〉

　朝10時すぎ◎『ごろごろどっし一ん』（西内みなみ作，

山内ふじ江絵，年少版こどものとも，福音館，1978，タ

テ21cmヨコ20㎝）を私のところへ持って来て，読んでも

らいたがる。リスの絵のところで，リスが雪の玉を両手

であごのあたりにまで持ち上げている絵を兄て，自分の

ほほを両手でさわるようなかっこうをして兄せる、それ

から，大きく口をあけて私を兄る。どうしたのだろうと

思って絵をよく兄ると，横向きになったリスが大きく口

をあけて，雪のかたまりがころがりおちてくるのを見て

いるのである。こんなところまで兄て真似をしていたの

かと思うと，おかしくなる。雪のかたまりがころがり落

ちてくるのを，あんくりと口をあけて見ている動物たち

が次々と出てくるのだが，M児は，ぺ一ジをひらくたび

にその動物たちを真似て、大きく口をあける。絵本の中

の動物たちのかっこうを真似て兄せ，それに対して，私

が「ほんとだ一。びっくりしてお口あけてるね一」と応

じてやると，とてもうれしがる。

　事例翻〈昭和54．1．6（1歳6か月）〉

　朝，ふとんの中で。「ご本読んであげよう。こっちへ来

て，ごろんしなさい」と言うと，すぐに私のふとんの中

に入って未て，あおむけに寝る。『こねこ』（岸田衿子，

荻太郎絵，年少版こどものとも，福音館，1978，タテ21

cmヨコ20cm）『ごろごろどっし一ん』（前出）を兄る。『こ

ねこ』の表紙を兄ただけで，「マンマ」と言う。絵本の中

で子ねこが牛乳を飲んでいる絵を思い出したらしい、そ

の絵のところにくると，「マンマ　マンマ」と言って指を

さす。『ころころどっし一ん』では，絵の中の動物たちの

しぐさ（ほほに手をあてたり，口をあんぐりあけたり）

を自分からして兄せる。

　事例靱く昭和54．1．7（1歳6か月）〉

　京都の友人宅へ遊びに行く。朝11時ごろ，近鉄特急の

中で，はじめのうちはずっと外を見ている。薮のそばを

通りすぎた時，小さな声で「キ」と言う。それを聞きつ

けて，「あら，ほんと。木がたくさんあるね。木よ」と言

うと，今度は大きな声で「キ」「キ」と，何度も言う。そ

れからは，木を見つけると，「キ」と言って指さす。自動

車が通っているのを指さして，「ブーブrと言う。外

を兄るのに飽きると，「マンマ争マンマ」と言っておやつ

を欲しがる。「マンマはあとでね。ご本読もうね」と言っ

て，『とこちゃんはどこ』（前出）を出して一緒に見る、

〈マンマ＞のことは忘れて，1ぺ一ジ1ぺ一ジ人込みの

なかに紛れ込んでいる〈とこちゃん＞を指でおさえたり，

私が尋ねる動物や人物を探して，それを指でおさえたり

しながら京都まで行く。

　事例m〈昭和54．1．7（1歳6か月）＞

　（夕方，京都から帰って来て）Eに学園前駅まで車で

迎えに来てもらう。Eが「ミンミン（M児の愛称）どこ

へ行ってたの」と聞くと，「ブーブー，カーカー」（「電車

に乗って，お母さんと行った」の意か）と答える。「おね

えちゃんやおにいちゃんがいたね。赤ちゃんもいたね」

と私が言うと，うなずく、Eが再び，「ミーちゃん，どこ

へ行ってたの」と聞くと，「ブーブー，ブーブー」と答え，

しばらくして「キ，キ」と言う。「特急の窓から木が兄え

たことを言ってるのよ」と私がEに説明していると，ま

た，「キ，キ，キ」と，念をおすように私の顔をのぞきこ

む、

　事例η〈昭和54．1．8（1歳6か月）＞

　午後。M児のために，自動車用の補助いすを買う。そ

れを助手席に取りつけ，さっそくM児を乗せる。はじめ

て前の席に一人ですわったM児は，外が広々と兄えるの

でうれしいらしい。前を走る車を指さしては，「ブーブー，

ブーブー」と言う。時々，後ろの座席め私を振り向いて

ニヤッと笑ったり，「バァー」と言ってからかったりする。

車の外を兄ていたM児は，時々「キ，キ」と言う。「ほん

とだ，木があったね」と言ってやると，「キ」と言いなが

ら，道路沿いの木を指でさす動作をする。

　事例i2〈昭和54．1．8（1歳6か月）〉

　夜。Eがカバンから『おはようミケット』（パトリス・

アリスプ作・絵，こどものとも，福音館，1979，タテ26

㎝ヨコ19cm），『みのむし』（甲斐信枝作。絵，かがくのと

も，福音館，1979，タテ235㎝ヨコ21㎝），『おおきいも

のは？』（山本忠敬作。絵，年少版こどものとも，福音館，

1979，タテ21cmヨコ20cm）の3冊の絵本を出してM児に

渡す。M児は，抱きかかえるようにして，どれから兄よ

うかというかっこうをする。
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　Eが「これ，ミーちゃん，大好きでしょ」と言って，

『みのむし』を兄せるとう表紙の木の絵を兄て「キ」と

言う。中をひらいて，M児のよく知っているみのむしの

絵が出てくると，「ムイムイ！　ムイムイ！　ムイムイ！」

（ムシの意）と，いささか興奮ぎみに，その絵を指先で

せわしなくこするようにして言う。ぺ一ジをめくって，

木あ絵が出てくるたびに「キ」と言う。（＊当時，M児は

虫が好きで，とくにアパートの周りの木にぷらさっがて

いる〈みのむし＞を兄るのを喜んだ）

　『おおきいものは？』は，表紙の女の子をさして，「ミ

ンミン」と言い，男の子の絵を兄て「アッウン」と言う。

（＊あっくんの意。階下に住むM児の遊び友だちAくん。

当時2歳3か月）ヒヨコの絵を見て「ピイピイ」と言う。

アリの絵を兄て，Eが「ありさん」と言うと，M児は「ム

イムイ」と言う。ニワトリが出てくると「コッコ」，女の

子が出てくると「ミンミン」，お母さんが出てくると「カ

ーカ」，自動車の絵を兄ると「ブーブー」など，知ってい

る絵が出ると自分からその名を言う。ビルの絵も，画面

いっぱいの山の絵も，だまって見ている。

　3冊の絵本の中で『おはようミケット』をいちばん喜

ぷ。1ぺ一ジ目からたくさんのぬいぐるみ人形が出てく

る。女の子やミケットという名のぬいぐるみの猫の絵を

見て，「ミンミン　ミンミン」「ニャー」とか，「パッパッ」

（馬のぬいぐるみ）「ムイムイ」「ポッポッポッー」（はと）

など，少し興奮ぎみに，あちこち指でおさえながら言う。

同じく『おはようミケット』の中で，すべり台の絵が出

てくると，自分から「シュー」と言う。「すべり台ね。シ

ューって，すべったね。ミンミンも」と私が言うと，ま

た，「シュー」と言って指ですべり台の絵をなぞるように

する。今まで，公園のすべり台をすべらせる時，「シュー」

と言っですべらせていたのだが，それを思い出して，女

の子がすべり台をすべっている絵を兄て，自分から「シ

ュー」と言ったのである。

　事例欄く昭和54．1．9（1歳6か月）＞

　8時ごろ起きる。おまるにこしかけて『おはようミケ

ット』の絵本が目につくと，「ニャーニャー」と言って取

って欲しがる◎おまるにすわったまま，ひととおり，自

分でぺ一ジをめくって兄る。「ミンミン」「ニャr「ワン

ワン」「ブーブー」「カーカ」（お母さんの意）「ターチャ

ン」（お父さんの意）など，絵を兄ながら言う。パン屋さ

んの絵で、「ミーちゃん，これなあに」と聞くと，黙って

いる。「パンよ。パン」と言うと，「パン」と真似る。

　事例14く昭和54．1．10（1歳6か月）〉

　朝食の時，茶碗の中に顔をつっこんでごはんを食べよ

うとするっEが「ミンミンはどういう食べ方をしてるん

だ」と言うと，顔をあげて「ニャーン」と言う。『こねこ』

（前出）の絵本の中で，こねこが茶碗に顔を半分つっこ

んで食事をしている絵があったことを，私はすぐ思い出

しておかしくなった。どうやらその絵の真似をしている

様子である。「ミーちゃん，ニャンコがそうして食べてい

たの？」と，顔を茶碗の中につっこんだままのM児に声

をかけると，「ニャーン」と，うれしそうな声をあげる。

　事例帖〈昭和54．1．10（1歳6か月）＞

　朝食後，Eが書斎にひっこんでしまうと，Eのあとを

追って書斎に入って行く。はじめ『とこちゃんはどこ』

（前出）を持って行き，ちゃんとこたつに足を入れて，

一人で兄ていたがラすぐにEにさしだして，読んでもら

いたがる。Eが相手になってやると，次々と，『くまちゃ

んのいちねん』（前出）『おはようミケット』（前出）『げ

んきなおにたろう』（板坂寿一作・絵，福音館，1970，タ

テ14．5cmヨコ19㎝）を持って行っては，読んでもらおう

とする。書斎に入る時，「ターチャン　ターチャン」（お

とうちゃんの意）とやさしい声を出しながら，Eに顔を

見せないようにサうつむいて入って来るそうだ。顔が合

って，「あとで」とか「あっちへ行っててね」と言われる

といけないので，顔を合わせないようにしているのかな

と言って，Eが笑う。

　事例16〈昭和54．1．11（1歳6か月）〉

　2時すぎ。私がノートに記録しているそばで，小さな

木製のくりぬきの動物や自動車，人形などのおもちゃを

出して遊んでいる。自分の食べているビスケットを，犬

の口もとにもっていき，自分の口もとをパクパクさせ，

「パッパッパッパッ」（唇を含わせてならす）と食べさせ

る真似をする。「ワンワン，なにしてるの？」と聞くと，

「マンマ」と答える。

　事例H〈昭和54．1．12（1歳6か月）〉

　朝9時ごろ。「ターチャン　ターチャン」と言いながら，

Eの書斎に入って行き，原稿を書いていたEの膝にすわ

ろうとする。Eが「本をもっておいで」と言．うと，自分

の絵本が置いてある台所の本箱に走って来て，すわりこ

んで自分の好きな絵本を探す。まず，「ムイムイ　ムイム

イ」と言いながら，『ななほしてんとうむし』（手元にな

いので不明。おそらく，福音館の「かがくのとも」だと

思われる）を持って行く。Eの膝にすわって一緒に見て

いる。兄終わると，また，走って来て，今度は『くまち

ゃんのいちにち』（かこさとし文と絵，福音館，1970，タ

テ15cmヨコ15cm）を持って，「シュッ　シュッ　シュッー」

と言いながら走っていく◎この絵本の中でくまちゃんが

水鉄砲をしているところを思い浮かべて，「シュッ　シュ

ッ　シュッー」と言っているのである。今まで読んだ絵
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本の場合，どんな絵や場面が出てくるかというのを，M

児はだいたい知っているらしい。その他，『とこちゃんは

どこ』（前出）や『おはようミケット』（前出）『こねこ』

（前出）など，次々にEの所に持って行く。．

　事例柵〈昭和54．1．12（1歳6か月）〉

　午後。『おはようミケット』（前出）の中の母親に抱か

れている赤ん坊の絵を指でおさえて，「カックン」と言う。

よほど気に入ったらしく，何度も自分でそのぺ一ジを出

しては「カックン」と言う。ドライブのとき，車の窓か

ら，小さい男の子が手をひかれて歩いているのを見ても

「カックン」と言う。目下，「カックン」は小さな男の子

の代名詞のような役目をしている。（＊カックンは，もと

もと，同じアパートの1階に住む男の子K君のこと。M

児と同年齢だが体つきが小さいので，M児は，自分より

も年下の赤ちゃんだと思っていたようである。）

　事例1靱く昭和54．1．12（1歳6か月）＞

　夜。『くまちゃんのいちにち』（前出）を見ていて，自

動車が出てくると，それを指でなでるようにしながら，

「ターチャン　ターチャン」と言う。「そう，おとうちゃ

んと，ブッブーに乗ったのね」と言うと，うなずき，今

度は，「カーカ　カーカ」（お母さんの意）と言う。「カー

カも乗ったね」と答えると，「ミンミン」と言う。3人で

車に乗ったということを言いたいらしい。

　『くまちゃんのいちにち』の表紙が，はずれそうにな

る。もう何度も何度もノリではったり，セロテープでと

めたりしてあったのだが，今度は背表紙のノリがとれて，

バラバラになりそうである。こんなにボロボロになるま

で読まれれば絵本も本望と思えるほどである。『くまちゃ

んのいちにち』だけでなく，『くまちゃんのいちねん』（前

出）もセロテープだらけでボロボロだし，『くまちゃんの

ごあいさつ』（かこさとし文と絵，福音館，1972，タテ15

cmヨコ15cm）は，ずっと以前に破れてバラバラになって，

しまいこんだままである。M児は，これらの絵本でいろ

いろなものの名前を覚えたし，外で見聞きしたものを，

もう一度この絵本に出てくる絵とてらしあわせて，頭の

中に定着させていったのである。まさに，最初の愛読書

といってよいだろう。

　事例2⑪〈昭和54．1．13（1歳6か月）〉

　出勤前のEが，こたつで本を読んでいると，自分の絵

本を次々と持って行く。まず『おはようミケット』（前出）

を「カックン　カックン」と言いながら持って行き，E

の膝にすわって，大急ぎでカックンの出てくるぺ一ジを

さがす。赤ちゃんを抱いている女の人の出てくるぺ一ジ

を開くと，その絵をたたくようにして，「カックン　カッ

クン」と，Eに向かって言う。『ともこのあさごはん』（二

タ1ソウター原作，ばんどうゆみこ文，岡部りか絵，年

少版こどものとも，福音館，1978，タテ21㎝ヨコ20cm）

を持って行く時は，台所にいる私に，その絵本をもった

まま，両手を突き出したりひっこめたりして，「ゴロンタ

音頭」を踊って兄せる（＊NHKテレビの「おかあさん

といっしょ」に出てくる人気者ゴロンタの踊り）、M児は，

『ともこのあさごはん』に出てくるトラのぬいぐるみを

ゴロンタにみたてていて，ゴロンタの踊りを踊って見せ

ることによって，「この絵本にはラゴロンタが出てくるよ」

と私に伝えているのである。私が「そのご本には，ゴロ

ンタが出てくるね。いいね。はやくお父さんに読んでも

らいなさい」と言うと，「キャー」と歓声をあげてEのも

とへ走って行く。しばらくして，Eの部屋から，M児の

「イヤイヤー」という声が聞こえる。まっくろこげのト

ーストを前にして，〈ともこ＞が悲しそうな顔をしている

ぺ一ジを兄ているのだなとわかる。私が，「ともこちゃん

が，イヤイヤって言っているのよ」と説明したのを覚え

ていて，M児は，その絵を見ると「イヤイヤー」と言う

のが常である。

　事例2司〈昭和54．1．17（1歳6か月）〉

　夜。Eのところへ『ななほしてんとうむし』（前出）を

持って来て，すぐに腹ばいになって読んでもらおうとす

る。Eと1ぺ一ジ1ぺ一ジ「ムイムイ，ムイムイ」など

と言いながら兄ていたが，クモ（蜘蛛）の絵が出てきた

ので，私が，「ミーちゃん，これ，クモよ。おぼえてる？

いたねえ」と言うと，さっと半身をおこして，窓を指さ

す。夏のあいだ，窓の外に巣をかけていたクモを，よく

一緒に見ていたのであるが，「クモ」という言葉も，クモ

の巣のこともちゃんと覚えていた。Eは「よく覚えてい

たね」と感心。M児は，立ちあがって窓をあけに行く。

外には何もないので「クモさんはいないね。バイバイし

て行っちゃったね」と言うと，外に向かって「バイバイ」

と言う。

1歳6か月における絵本享受の実態と考察

　①この時期までに，M児にとっては，絵本を見たり読

んでもらったりすることは，日常生活の一部となってい

て，〈事例1＞〈事例9＞のように，ちょっと長い外出や

旅行に行く時は，必ず絵本を持参し，車の中や，電車の

車中で読み聞かせた。〈事例9〉のように，車中でおやつ

をほしがっても，絵本を出すとそちらの方に夢中になる

というようなこともしばしばで，粒本にすっかりなじむ

ことができていた、〈事例19〉では，1歳前期でよぐ兄て

いた『くまちゃんのいちにち』『……いちねん』『……ご
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あいさつ』の3冊がボロボロになって，〈最初の愛読書＞

という記述がみられる。1歳児1前半期において，M児

は，絵本に対して「絵本のなかには自分の知っているも

のが描かれているから，絵本を兄たり読んでもらうのは

楽しい」ということを十分体験してきており，1歳6か

月では、＜愛読書〉と言える絵本もできるほど，さらに絵

本への愛着を深めていった。

　②く事例2〉〈事例4〉には，すでに絵本の中ではよく

知っているニワトリやウマやペンギンを初めて兄て，大

変興味を示した様子が記されている。「コッコ」とか「パ

ッパ」とか声をかけながら近づいて行こうとしたのも，

これまでの絵本体験をとおして親近感をもてたからかも

しれない。とくに〈事例4〉では，ペンギンが糞をする

瞬間を兄て，自分から「シッコ」と言い，それが強烈な

印象になったらしく，それからしばらくの間，ペンギン

と言えば必ずシッコと言うようになった◎ペンギン：シ

ッコという結びつきによって，M児の中で，ペンギンに

まつわるく語題＞が生まれたのである。強烈な印象を伴

う体験とそのイメージ化，そしてそれを言葉で表すこと，

この三つが一緒になった時，1歳半の幼い手どもでも，

大人から教えこまれたものではない自分のなりの＜語題＞

をもつことができたのであった。その後も，M児は『と

こちゃんはどこ』でペンギンの絵が出てくるたびに，う

れしそうに「シッコ」と私に告げた。繰り返し見ること

ができる絵本をとおして，M児はその〈語題〉をしばし

ば私たちに投げかけ，言葉を交わしあうことを楽しむこ

とができたのである。く話題＞の強化と，言葉を交わしあ

う喜びの増加ということを，乳幼児期における絵本の果

たす大きな役割の一つとして指摘できる。

　③〈事例3＞は，家にテレピのないM児の，テレビで

幼児番組を見た時の反応である。画面に釘づけになり，

言葉も出なければ身体も動かないという状態であった。

その後も，M児は，両親の実家や近所の友だちの家でテ

レビを見ることがあったが，同じよう状態で画面に兄入

っていた。しかし，絵本を兄る時のような盛んな発語は

見られなかった。ただ，内容はしっかり覚えていて，「お

かあさんといっしょ」の人気者ゴロンタが大好きになり，

その後く事例20〉のように，絵本に出てくるトラの縫い

ぐるみをゴロンタに見立てたり，ゴロンタ音頭を踊るよ

うになった。わずかの事例で結論を出すことはできない

が，この時期の子どもにとってテレビは，次々と変わる

画面の内容を受けとめるのに精一杯，あとでそのとおり

に真似てみるといった，かなり受動的な見方になってし

まうように思われた。絵本に対して能動的にかかわれる

ようになっているM児の，テレビの前では言葉も行動も

停止してしまったような姿が印象的であった。

　④く事例5〉は，この時期，知らない男の人に対して

はげしく人見知りをしていたM児が，絵本を介して心を

開いていった様子が記されている。

　⑤く事例6＞〈事例9〉〈事例10〉く事例11〉をとおして

読むと，M児が，「木」という言葉を覚え，それを使いこ

なせるようになっていく過程がよくわる。

　一般に2歳ちかくなると，子どもは「ナニ？　ナニ？」

と言ってしつこく物の名前を尋ねるようになり，急速に

言葉の数がふえてくる。M児の育児記録を兄ていると，

まだ「ナニ？」という言葉が言えないそれ以前の段階か

ら，指をさすなどの動作や「ウン？」といった呼びかけ

によって，自分の知りたいものに対して何か言ってもら

いたという要求が出てきた。く事例6＞も，M児からの要

求に応えて「キ（木）」という言葉を教えたのであるが，

一度「キ」と言えると，あとは自分で何度も反復して「キ」

と言う。いい機会だと思って，絵本の中のいろいろな形

の木をいくつか兄せて教えると，自分も「キ」「キ」と言

いながら熱心に兄る。

　おもちゃや絵本の絵などから，M児の中で木というも

のがどの程度まで概念化されたか知るよしもなかったが争

4日後（〈事例9〉），M児は車窓から本物の木を兄て小さ

な声で自分から「キ」と言った。自信なさそうな声であ

ったが，それが木であることを私が認めると，今度は大

声で繰り返し「キ！」「キ！」と言って喜んだ、絵本をと

おしてほぽ「木」がどんなものか概念化できていたこと

がわかる。そして，実物を兄て「キ」と言えた時，それ

は，一つのことばが完全に獲得された瞬間であった。

　⑥この期に入って新たに注目されるのは，〈事例7〉に

兄られるように，自分の力で絵をかなり細部まで読みと

り，そこに描かれている＜行為＞に興味をもち，それを

模傲するようになったことである。すでに1歳前半期か

ら，絵本に描かれているく物〉と実物とを照合すること

には興味をもっていた。たとえば，サルの絵が出てくる

とサルの縫いぐるみを取って来てつきあわせるといった

具合である。このような絵と実物を照合する行動は，次

の1歳7か月の〈事例23＞く事例25＞に兄られるように，

1歳児・後半期でもよく見られたが，それに加えて，絵

本の中のく行為＞に興味をもちそれを模倣するようにな

った。く事例7＞は，そのことがはっきりとわかった事例

である。＜事例14＞では，絵本の中の子ねこの食べ方を真

似て，実際の食事の時に茶碗に顔をつっこんでごはんを

食べようとした。〈事例19＞でも，絵本の自動車の絵その

ものに対してよりも，自動車に乗るという＜行為〉の方

に興味がむいているのがわかる。「照合」も「模倣」も，
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描かれている内容を確かめ把握する行為である、しかし

それはつねに，そばにいる父親や母親の注意をひくかた

ちで行われた。つまり，「この縫いぐるみのサルも絵本の

サルと同じだね」（照合），「ネコがこんなふうにごはん食

べてたね」（模倣）と，自分が読みとった内容を私たちに

伝えようとする行為でもあった。それに対する私たちの

感心したりほめたりする反応が，M児にはうれしいらし

く，〈事例8＞に見られるように，この時期の絵本の楽し

み方の一つになっていった。

　⑦やがてそれは，絵本の中の主人公の行為を模傲して

遊ぷ「ごっこ遊び」へと発展していくように思われる。

たとえばM児は，3，4歳のころ，『三びきのやぎのがら

がらどん』（マーシャ。ブラウン絵，せたていじ訳，福音

館，1965，タテ26cmヨコ21cm）や『さんまいのおふた』

（水沢謙再語，梶山俊夫絵，こどものとも，福音館，

1978，タテ26cmヨコ19cm）などのごっこ遊びに夢中にな

ったが，その始まりは，絵本の中の〈行為＞を模倣し楽

しみ始めたこの時期にあると兄てよいであろう。このこ

とは，この時期に〈事例16＞のような単純なごっこ遊び

ができるようになっていることからも指摘できる。この

ような「ごっこ遊び」は，成長するにつれて，ますます

盛んになっていった。1歳8か月の〈事例49＞では，い

つもやってくる豆腐屋さんの真似をし，それを員いに出

る私の真似までするようになった。絵本の中からでも，

日常生活の中からでも，「ごっこ遊び」は生みだされてい

った、

　⑧〈事例12＞では，初めて手にする絵本に対するM児

の反応が詳しく記されている◎1歳児。前半期では，初

めての絵本の場含，まず私に読んでもらいたがった。し

かし，この時は，渡された3冊の絵本を抱きかかえ，1

冊1冊自分でぺ一ジをくって，自分の知っているものが

出てくるとその絵を指さして，そばで一緒に見ている私

たちに，自分の言葉で伝えようとしたのである。

　『みのむし』の場含，当時覚えたばかりの「木」は出

てくるし，大好きなみのむしは出てくるし，ぺ一ジをめ

くるたびに興奮したM児の口から，「キ」とか「ムイムイ！」

とかいう言葉がとびだしてきた。絵本の中に自分のよく

知っているものやラ興味をもっているものがのっている

ことを喜ひ，それを言葉で父親や母親に伝えることがで

きることに喜びを感じていることがわかる。それは他の

2冊の場含も同様である。生活体験がひろがってきたこ

と，言葉の数が増えてきたこと，周囲のものへの興味関

心が増してきたこと，この様な成長に支えられて，M児

の絵本との関わりは，幼いなりにも，主体的，能動的，

感動的なものになってきている。

　⑨もう一点，＜事例12＞で私が驚いたのは，『おはよう

ミケット』のすべり台の絵を兄て，M児が自分から「シ

ュー」と言ったことである。この事例は1月8日のもの

で，前の年の秋，M児は公園ですべり台も体験し，私の

「シュー」という言葉かげもよく聞いていたが，まだ「シ

ュー」とは言わなかった、冬になってからはすべり台を

していないので，秋のすべり台体験からは2，3か月の

空白があるにもかかわらず，すべり台の絵を見ると，「シ

ュー」という言葉が出てきたのである。「シュー」という

私の言葉かけもふくめて，すべり台体験をしっかりと記

憶にとどめていたことがわかる。そしてその体験が，絵

本との出会いをとおして思い起こされ，その時はまだ言

えなかった「シュー」という言葉まで出てきたのである。

この時期の子どもが，体験や周囲の人たちの言葉かけを

とおしてどれだけ多くのことを吸収し，自分のものにし

ていくのか，言葉をどのように獲得していくのか，その

一端に触れることができた事例である。なお，同じよう

なことが，く事例21＞でも観察されている。1歳前後のこ

ろ，絵本で兄たり実物を兄たりして興味をもっていたク

モ（蜘蛛1のことを，半年たってもよく覚えていた。

　これらの事例から，まだ何もわからないような1歳前

後の子どもでも，身近な体験や豊かな言葉かけをとおし

て実にたくさんのことを吸収し，記憶して，それがやが

て「行動」や「言葉」となって現われてくるのだという

ことがわかる。そしてこの時期に絵本を与えるというこ

とは，子どもが体験や言葉やイメージを獲得し，定着さ

せ，拡大していく上で，大いに役に立つことがわかる。

　⑩この時期になってM児は，親と一緒に絵本を兄るの

がますます好きになっていった。夜寝る前は，布団の中

で私が読んでやることが多かったが，昼間，私が家事で

手の取れない時，父親が家にいれば，必ず絵本を持って

父親の書斎に行くようになった（事例15，17，20，21．

1歳7か月の事例25，30，39，43，45．1歳8か月の事

例50）。M児は，読んでもらいたい絵本を自分で選んで持

って行くのであるが，たいてい自分がその内容をよく知

っている絵本が選ばれていた。そして，父親の部屋に行

く途中，「シュッ，シュッ，シュー」とか「カックン，カ

ックン」など，手にしている絵本の内容と関連のある言

葉を口にしながら持って行った。また，絵本を兄ている

時もM児の発語が多くみられた。このことからも明らか

なように，M児は，父親と一緒に自分の好きな絵本を見

て楽しみたい，自分の知っていることを自分からも父親

に伝えたいという気持ちが強かったと思われる。何を読

んでもらいたいか，その絵本のどこが気に入っているの

か，その絵本を兄ながら父親に何を伝えたいのか，そう
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いう，主体的に絵本とかかわる力が，すでにこの時期か

ら育ち始めることがわかる。

　⑪主体的に絵本とかかわるになったもう一つの特徴と

して，絵を自分なりに解釈して，それを自分の言葉で説

明し始めたことが指摘できる。M児は，1歳5か月に入

って，絵本の中の女の子や両親を，それがクマなどの動

物の絵であっても，「ミンミン」（自分）「ターチャン」（父

親）「カーカ」（母親）などと，自分や自分の両親に置き

換えて読むようになった。この傾向は，1歳児。後半期

に入るとさらに強まった。〈事例18〉に見られるように，

『おはようミケット』の中の母親に抱かれている赤ん坊

の絵を兄て，「カックン」と言うようになった。その絵は，

市場の中のケーキ屋の前にたたずむ子どもを抱いた女の

人の絵で，物語の展開とは関係のない点景人物である。

M児は，抱かれている子どもを，自分のよく知っている

「カックン」（K君）に兄立てたのであるが，実際，K君

は，当時母親に抱かれていることが多かった。M児は，

自分の日常生活で見聞きしたことに照らし合わせて絵本

の絵を読みとることをし始めたのである。その後しばら

くM児は，絵本の中に「カックン」を兄つけたことに夢

中になり，『おはようミケット』を見る時は必ず「カック

ン」と言って，そのぺ一ジを開いて私たちに兄せたり説

明するようになった。（事例18，20．1歳7か月の事例39

を参照）また，他の絵本でも，小さな男の子が出てくる

と，「カックン」だと言うようになった。（1歳7か月の

事例30，36，40，46を参照。）

1歳7か月

　事例22〈昭和54．1．28（1歳7か月）〉

　8時前に目をさます。「チュッチュー」と牛乳を欲しが

る。枕元の梅原猛著『隠された十字架』（新潮社　1972）

を見つけて指さし，「マンマ」と言う。昨夜，この本の口

絵の仏像写真を見て，さかんに「マンマ」（仏さま…マン

マンさんの意）と言っていたが，今朝もその写真のこと

を思い出したようである。私が「よく覚えていたね。ほ

ら，マンマンさんがいたよ」と言って口絵の写真を兄せ

ると，M児はちょっと両手を合わせて拝むかっこうをし

て見せる。「カーカ　カーカ」（お母さんの意）と言いな

がら，本を私におしつけるようにする。お母さんの本だ

と言っているのである。私が「はい，ありがとう。カー

カのご本ね。ミンミンのご本は？」と言うと，立ち上が

って絵本を取りに行く。「ニャーン　ニャーン」と言って，

『こねこ』（前出）を持って来る。「カーカ」と言って絵

本を私に渡し，ふとんの中にもぐりこんで来て，私の腕

を枕に上を向いて，絵本を読んでもらいたがる。テレビ

の上で寝ているネコの絵を兄ながら，「ねこさん，何して

るの？」と聞くと，「ネンネー」と言う。「あっ，ねこさ

ん，何か見つけた。何かな？」と聞くと，「チョーチョ」

（蝶の意）と言う。「そ一。ちょうちょさんですね。ひら

ひらひらって飛んでるのよ」と言って聞かせる。M児は

最後のぺ一ジの親ねこと子ねこがよりそっている絵をさ

して，「カーカ，ミンミン」と言う。

　事例23〈昭和54．1．29（1歳7か月）〉

　最近，またブルーナの絵本（BRUNABOOKS全30冊，

D1ckBruna作・絵，METHUEN社）をおもしろがるよ

うになって、本棚の高い所に並べてあるのを指さして取

ってもらいたがる。それで今，M児の絵本置き場に，『The

Eg9』（1964），『M1ffyGoesF1y1ng』（1971），『M1ffyat

the　zoo』（1965），『The1it11e　bird』（1962），『Circus』

（1963）などを出してやっている。（＊このブルーナー絵

本は，英語版、日本語版は「うさこちゃんシリーズ」と

して福音館から出版されている。）

　夜。『Miffy　at　the　zoo』を出して来て，「シュッシュ

ー，ポッポー」と言いながら表紙を兄ている。表紙には

Miffyちゃん（うさこちゃん）が立っているだけなのだ

が，この絵本の中で，M1ffyちゃんが電車に乗って動物園

に行くのを知っていて，本を開く前からその場面をイメ

ージしながらそう言う。私にぺ一ジをめくらせながら，

ゾウの絵が出てくるとゾウのぬいぐるみを取りに行き，

「ショーシャン」と言って私に兄せる。「ぞうさん」とゆ

っくり言って聞かせるが，「ショーシャン」になる。シマ

ウマの絵が出てくると，「パッパ」と言いながら，ちいさ

なウマのぬいぐるみを，サルが出てくると，「キャッキャ

ッ」と言いながら木製のサルの人形を持って来る。

　事例24く昭和54．1．30（1歳7か月）＞

　朝。自分でイスを持って来てその上にあがり，私が流

し台で食事の支度をしているのを兄ていた時，Eがふす

まを開けて書斎から出て来る物音を聞きつけて（台所か

らはEの姿は見えない），私に「トーチャン」と言う。ト

イレの戸の開閉する音を聞いて「シッコ」と告げる。そ

のあと，Eが洗面所で顔を洗っている音がしはじめると，

「ブンブン」と言いながら，顔を洗う真似をする。最近，

家の中の物音を聞いただけで，講が何をしているのかわ

かってきた。

　事例25〈昭和54．1．30（1歳7か月）〉

　午前中。書斎にいるEの所に『Miffyatthezoo』（前

出）を持って行って読んでもらう。ぺ一ジを開く度に，

そこに描かれている動物と同じ動物のぬいくるみやおも

ちゃを，いちいち取りに行き，ゾウやウマなどのぬいぐ
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るみをEの所に持って行く。サルの絵を兄て，「キャッキ

ャッ」と言いながら，木製のサルの人形を取りに行くが，

「ナーイ　ナーイ」と言いながらもどって来る。「ニャー

イ，ニャーイ」のようにも聞こえる。はじめは何と言っ

ているのかわからなかった。Eが「Mは『ない』と言っ

てる」と言うので，もう一度「ミーちゃん，おさるさん

は？」と聞くと，「ナーイ　ナーイ」と言う。「ナイ」（無

いの意）という言葉が出たのは初めて。今までに「ナイ」

という言葉を意識的に教えたことはなかった。考えてみ

れば子どもが耳にする言葉の中でも頻度の高い言葉であ

る。それを今，必要に迫られるような状況の中で自ら使

い始めたのである。

　兄つからなかったサルの人形はあきらめて，『Miffyat

thezoo』を見ていたが，カメの絵が出てくると，木彫り

のカメを探しに行く。おもちゃ箱の中を「ナーイ　ナー

イ」と言いながら探していたが，見つかると「タァー！」

（アッターの意）と言う。

　事例蝸〈昭和54．2．1（1歳7か月）〉

　午前中。『おはようミケット』（前出）の，女の子が両

親と大きく開いた窓のそばで夕食を食べている絵を兄て

いて，M児は自分の喉にさわって「ナーイ」と言う。喉

にさわるしぐさは月を意味するので，つまりM児は，「こ

の絵にはお月さまがいない」と私に言ったのである。（＊

月は「ノンノンさん」，喉をそらせることを「ノンノする」

と教えていたのであるが，まだ「ノンノン（月）」と言え

ないM児は，月のことを言いたい時は，喉をそらせてさ

わるしぐさをしていたのである）次のぺ一ジを開くと，

窓の外にはちゃんと月がかかっている。同じような場面

なのに前のぺ一ジには月がなく次のぺ一ジには月が出て

いることに自分で気がついて，そのことについて私が何

も言わないので，月を示す身振りと「ナーイ」という言

葉とを合体させて，私にそのことを教えたのである。

　事例η〈昭和54．2．2（1歳7か月）〉

　午前中。『おはようミケット』を持って来る。女の子が

おもちゃ屋の前にいるぺ一ジを開くと，「タァサ」と言う。

「何？　タサって何？」と聞き返すと，ちょっと力を入

れて「タァサ！」と言う。絵本をM児の方に出して，「タ

ァサって何？　どこにあるの？」と聞くと，折りたたん

だおもちゃの傘がぷらさがっている絵をさして，その上

をなでるようにする。「これ？　ああ，カサね。カ・サよ」

と言うと，「タサ」と言う。「カって言ってごらん」と言

うと「カ」，「サって言ってごらん」と言うと「サ」，「カ

サって言ってごらん」と言うと「タサ」と言う。M児は，

傘には前から関心をもっていて，Eの傘を書斎に持ち込

んでは，開いたり閉じたりしてもらって喜んでいた。「カ

サ」という言葉はよく聞き知っているが，まだ自分から

「カサ」と言ったことはない、今日は，絵本の中にカサ

を兄つけて，それを私に知らせたくて，初めて自分から

「タァサ」と言ったのである。

　事例蝸く昭和54．2．2（1歳7か月）＞

　10時すぎ。散歩をかねて買い物に出る。次の角を曲が

るとネコがいつも日向ぼっこしているという所まで来る

と，「ニャーン　ニャーン」と言いながら歩いて行く。角

を曲りいつもの所まで来て，あたりを兄まわし，「ナーイ

ナーイ」と言う。「ニャーンいないね」と言うと，もう一

度「ナーイ」と言って，キョロキョロとネコの姿を探し

ている。

　事例蝸〈昭和54．2．3（1歳7か月）＞

　午前中。Eの書斎で『あな』（谷川俊太郎作，和田誠絵，

こどものとも，福音館，1976，タテ19cm26cm）を兄つけ

て離さない。Eは仕事中なので，私が部屋から連れて出

ると，出たところの板の間にすわりこんで，めくって見

はじめる。「おかあちゃんと一緒に読もうね」と言うと，

やっと腰をあげてついて未る。表紙のチョウチョウの絵

を兄て，「チョーチョ」と言う。主人公の男の子がスコッ

プをもって立っているのを見て「タッチ　タッチ」（立っ

ているの意）と言う、私がその子をさして「これ，だれ」

と聞くと，「カックン」と言う。お母さんがあなの中をの

ぞいている絵を兄て「カーカ」，妹の絵を兄て「ミンミン」，

男の子の友だちの絵は黙って見ている。お父さんの絵を

兄て「トーチャン」と言い，お父さんが火のついたタバ

コを持っているのを見て，「スー」と言って，指を口にあ

てて，タバコを吸う真似をして兄せる。イモムシの絵を

見て，少し興奮気味に「ムイムイ，ムイムイ！」と言う。

　この絵本は，描かれているものがすべてM児の知って

いるものばかりで，絵もイラスト風の単純なタッチで描

かれており，M児はすっかりこの絵本に親しみをもった

ようである。私に読んでもらうよりも先に，自分でぺ一

ジをめくっては，出てくる人物や虫などを指さして，自

分で私に告げる。今日一日，『あな』を3，4回一緒に読

む。

　夕方，オマルにすわったまま，『あな』を兄ている。あ

なを掘っている男の子の顔に汗が1つぷ出ているのに気

づき，それを私に示し，自分の顔にさわる。「これ，汗よ。

暑い暑いって，言ってるのよ」と言うと，「アチイ　アチ

イ」と言う。ぺ一ジをめくるたびに，その汗はたくさん

出てくるので，M児は，自分の顔をさすったり，男の子

の顔をさすったりしながら兄ている。

　事例黎⑪く昭和54．2．4（1歳7か月）〉

　午前中。『あな』をEの書斎に持って行き，抱いてもら
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って見ている。出てくる人物を指さしては「カックン」

とか「カーカ」「ミンミン」「トーチャン」と，大声で言

う。

　事例引〈昭和54．2．4（1歳7か月）〉

　（事例30に続く場面）耳の書斎から出て来ると，rとこ

ちゃんはどこ』（前出）を出して来て，私のそばにすわっ

て見ていたが，デパートの中の場面で，〈ことちゃん＞が

どこにも描かれていないぺ一ジまでくると，「ナーイ　ナ

ーイ」と言って，私の手をひっぱる。「ほんと！　とこち

ゃん，いないね」と言うと，指をあちこち動かして〈と

こちゃん＞をさがすようなかっこうをしながら，「ナーイ

ナーイ」と言う。

　事例珊〈昭和54．2．4（1歳7か月）〉

　午後。ブルーナの絵本『Circus』（前出）を見ている時，

ラッパをふいている楽人たちの絵が出てくると，「プップ

ップッー，プップップッー」と言いながら，体をゆすっ

て兄せる。私が黙っていると，「カーカ」と声をかけて，

私の顔を兄ながら，「プップップー」と言う。「ほんとだ。

プップップーしてるね」と答えると，コクンとうなずい

て，またうれしそうに「プップップー一」と言う。ゾウの

絵が出てくると「ゾーシャン」，ライオンの絵が出てくる

と「ウォー」と言う。ゾウは今まで「ショーシャン」だ

ったのが，今日は「ゾーシャン」と言う。今のところ，

まだ「ショーシャン」「ゾーシャン」「ジョーシャン」と，

発音が揺れている。・

　事例3認〈昭和54．2．6（1歳7か月）＞

　夜。『ぞうさん』（まど・みちお詩，中川李枝子選，中

川宗弥絵，年少版こどものとも，福音館，1979，タテ21

cm20㎝）を持って来て，私のふとんの中に入りこんで，

読んでもらいたがる。ゾウの絵が出てくると「ジョーシ

ャン」，石鹸の絵が出てくると「エッシ　エッシ」と言い

ながら足をこすって兄せる。身振りで，「これはからだを

洗う石鹸だね」と言っているのである。手の絵が出ると

自分の手をひろげて兄せる。「テテよ」と言って聞かせる

と，「テテ」と真似て言う。鼻をかんでいる絵を兄て「フ

ン！」と鼻ならす。屑入れの絵を兄て手でごみをすてる

まねをし，「ポイ」と言う。ごはんを食べている絵を兄て

「マンマ」，うがいをしている絵を見て「ガァー」と喉を

ならす。握手をしている絵を兄て私の手をにぎり「アー

シュ」と言う。今まで何度もこの場面を読んでやる時，

「はい，あくしゅ」と言って読ん聞かせているので覚え

ていたらしい。自分から言ったのは初めて。時計の絵が

出てくると，隣りの部屋の柱時計を指さし，「チッター，

チッター」（時計……チックタックの意）と言う。

　事例黎4〈昭和54．2．10　（1歳7か月）〉

　ブルーナ絵本『Miffy’s　Birthday』（1971）を持って来

て，一緒に兄てもらいたがる。表紙のMiffyちゃんを指

さして，「ミンミン」と言い，自分の胸をポンポンとたた

く。「Miffyちゃんのおべべ，きれいね」と言うと，自分

の服をひっぱるようにして，「ミンミン」と言う。誕生プ

レゼントのハサミ，エンピツ，フエの絵が描かれている

ぺ一ジでは，エンピツをさして「ジージ」と言い，そし

て「カーカ　カーカ」と言いながら，私の手をひっぱっ

て，テーブルのところへ連れて行き，私の鉛筆立てから

ハサミを取ってもらいたがる。

　事例珊〈昭和54．2．11（1歳7か月）〉

　午後。かな子ちゃん（＊同じアパートの隣りの階に住

む女の子。当時5歳。妹ののり子ちゃん（3歳）と一緒

によく遊ぴに来た。M児は遊ぴに来る子どもたちの中で

かな子ちゃんをいちばん慕っていて，かな子ちゃんのす

ることをよく真似した）が『みのむし』（前出）を兄なが

ら，「ミー，ノー，ムー，シー」というふうに，一字一字

区切りながら，ゆっくりと拾い読みをする。M児は，そ

ばにすわって，一緒に絵本をのぞいたり，かな子ちゃん

の真似をして「ミー」「ノー」などと言っている。

　夜。『おはようミケット』（前出）の絵本をひろげて兄

ながら，「ア，タ，ウ……」などと，昼間かな子ちゃんが

拾い読みをしていたのを思い出して，口からでまかせに，

1音1音ゆっくり区切りながら声を出している。

　事例蝸〈昭和54．2．12（1歳7か月）〉

　午前中。Eの書斎から『へのへのもへじ』（高梨章作，

林明子絵，年少版こどものとも，福音館，1978，タテ21

一㎝ヨコ20㎝）を持って来て，私のそばにすわりこんで兄

る。小さな男の子の一日の生活が描かれている絵本で，

M児にもよくわかり親しみのもてる内容である。1ぺ一

ジ1ぺ一ジ自分でめくりながら，「カックン」（男の子の

意），「トーチャン」，「ミンミン」，「パッパ」（父親がタバ

コを吸っている絵を兄て）予「カーカ」，「ブブー」（掃除機

をかけてる絵を見て），「タイタイ」（魚の意）などと，知

っているものの名前を言いながら，私に語りかける。そ

のたぴに私は，「ほんとだ。ミーちゃんよく知っているね」

とか「おとうさんがパッパ吸ってるね。ミーちゃんのお

とうさんとおなじだね」などと受けこたえ，そのぺ一ジ

の内容を簡単に説明して聞かせる。今日一日，何回もこ

の絵本を取り出して兄ていた。

　事例37〈昭和54．2．14（1歳7か月）〉

　午前中。玄関に置いてある絵本や児童文学の本棚の前

に行って，『ちびくろさんぽ』（ヘレン1パンナーマン作，

光吉夏弥訳，フランク1ドビアス絵，岩波書店，1953，

タテ20．5㎝ヨコ16．5cm）と『三びきのこぷた』（石井桃子
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訳，太田大八絵，福音館，19781，タテ21cmヨコ19cm）の

背表紙を指さして出してもらいたがる。『ちぴくろさんぼ』

は，以前，遊びに来た子どもたちがよく出して見ていた

絵本だし，『三びきのこぷた』は，M児が前によく兄てい

た絵本である。どちらも6ミリ幅の薄い背表紙なのに，

自分が兄たい本だとわかるのだろうかと不思議に思う。

『三びきのこぷた』を渡すと，「オアヨー，オアヨー」と

言いながら急いで居間へ行ってすわりこむ。最近M児は，

「チックタック，チックタック，ボーンボン。おはよう，

おはよう，夜が明けた。きれいな朝だよとびおきろ。時

計牟鳴ってる呼んでいる」という歌が好きで，自分でも

「チッター，チッター、ボーンボン。オアヨーオアヨー，

　・ター」（〈ヨガアケ＞のところはまだ言えない）と歌

えるようになって，毎日のようにこの歌を私と歌いたが

る。今，絵本を開く前からこの歌の一節「オアヨー，オ

ァヨー」を口ずさんでいるということは，『三びきのこぷ

た』の中に出てくる柱時計の絵を覚えていてそれを思い

出しているのだと，私もすぐに察しがつく、思ったとお

り，M児は急いで柱時計の絵があるぺ一ジを開いて，指

でさしながら，「チッター，チッター，ボーンボン」と言

って私を兄る。「ほんとだ！　ミーちゃんよくおぼえてい

たね」とほめると，得意そうな顔で，「チッター，チッタ

ー，ボーンボン」とくりかえす。『ちびくろさんぼ』は，

黙って，ペラペラとぺ一ジをめくって兄ている。

　事例珊〈昭和54．2．16（1歳7か月）〉

　夜。私が「ミーちゃん，おはなししてあげよう」と言

って，次のように言う。「ミンミンと，おとうちゃんと，

おかあちゃんと，いっしょに、車にのって，ドライブし

ました」。最近このようなごくごく短い作り語をよくして

やる。たとえば「むかしむかし，ミンミンがいました。

ミンミンは，おとうちゃんが大好きでした」といった調

子で。M児は，このように語しかけてもらうのが好きで，

おしめをかえる時などいつもはじっとしていないのだが，

「おはなし」をすると，おとなしくして聞いている。

　今夜は，2回ほど同じ調子で「ミンミンと，おとうち

ゃんと，おかあちゃんと，いっしょに，車にのって，ド

ライブしました」と，ゆっくり語し聞かせると，3度目

から自分も一緒になって，「ミンミントー，トーチャント

ー，カーカートー」と言いだす。「トー」のところに力を

こめて言い，ふざけたような表情をする。最後の「…し

ました」のところは，同時か，私より少し早めに「タァ

rと大声で言って笑う。「ミーちゃん，もうネンネしよ

うよ。トントン（ふとんの意）へ行って，ねよう」と，

手をひっぱると，自分から「カーカートー」（お母さんと

の意）と言う。初めて自分から助詞の「ト」を使うこと

ができた。

　事例珊〈昭和54．2．19（1歳7か月）＞

　夜。EがM児のふとんのそばに横になると，「カックン

カックン」と言いながら，自分の絵本を置いてある本箱

の所へ行き争薄暗い中で，たくさんの絵本の中から，『お

はようミケット』（前出）をすぐに探し出して持って来る。

この絵本の中の母親に抱かれている赤ん坊を「カックン」

と，自分で決めていて，それを兄るのを楽しみにしてい

る。EとM児は次のような言葉を交わしながら絵本を兄
る。

　E「ニャーンがいるよ」／M「マンマ」

　E「マンマ，食べてるよ」／M「ウン」

　E「カックン，いるかな」／M「アッター」（居たの意）

　事例柵〈昭和54．2．21（1歳7か月）＞

　朝7時ごろ目をさます。昨夜，Eが枕元に置いていた

絵本3冊，『かずちゃんのおつかい』（石井桃子作，中谷

千代子絵，年少版こどものとも，福音館，1979，タテ21

cmヨコ20cm），『けものたちのみち』（宮崎学作1写真，か

がくのとも，福音館，1979，タテ24cmヨコ21cm），『げん

たとやまんば』（松野正子作，平山英三絵，こどものとも，

福音館，1979，タテ26cmヨコ19㎝）を兄つけて，さっそ

くすわりこんで見る。

　『かずちゃんのおつかい』の男の子かずちゃんをrカ

ックン」と言い，そのお母さんを「カーカ　カーカ」と

言って，私に指でさして示す。お母さんが手をのばして

かずちゃんを呼んでいる絵を兄ながら，「お母ちゃんが，

おいで一って言ってるのよ」と言って聞かせると，すぐ

に真似て「オイデー，オイデー」と言う。かずちゃんが

持っている花を寺旨でおさえながら，自分から「ハナ，ハ

ナ」と言う。今までは「アナ」だったが，きれいに「ハ

ナ」と言えている。「お花をね，お母さんにどうぞって言

ってるのよ」と言うと，「ハイ，ドージョー」と，絵本に

向かって手をさしだすようにして，頭を下げながら言う。

おもちゃ屋の店先にドッジボールがつってある絵を見て，

「ボーウ　ボーウ」と言い，大声で「ハーイ」と言って，

手をさしだす。咋日，岩井さん（隣りの奥さん）にお借

りしたバレーボールを，「ハイ」と言って返したことを思

い出して言っているらしいので，「おばちゃんに，ハイし

たね」と言うと，「ウン」と言う。八百屋さんの店先のリ

ンゴの絵を兄て，「ギイゴ，ギイゴ」（リンゴの意）と言

う。私がハナナの絵をさして「ハナナよ」と言うと，「ウ

ン」と言っただけで真似て言おうとしない。酒屋のおじ

さんの絵を兄て，「ジーチャン，ジーチャン」と言う。「ほ

んとだ，おじさんね」と言うと，「カックン」と言う。「カ

ックンのおじいさんなの？」と聞くと，「ウン」と答える
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（＊当時，カックンことK君の家には祖父が来ておられ

て，M児はジーチャンという言葉とその意味を覚えたば

かりであった）最後のぺ一ジの，かずちやんと女の子が

遊んでいる絵を見ながら，「ミンミントー，カックントー」

と，節をつけて歌うような感じで何度も言う。

　事例41〈昭和54．2．21（1歳7か月）〉

　『けものたちのみち』（前出）は，人の未ない夜や夜明

けに山遣を通るをけものたちの写真集である。M児は表

紙のカモシカの写真を兄ただけで，すっかりこの絵本が

気に入ってしまう。「ミーちゃん，カモシカよ」と言うと，

「シカーツ！　シカ　シカ」と言って，絵本にとぴつく

ようにして，私の手から本を取ってしまう。そして，立

ちあがって，自分の大好きなシカの絵のタオルケットを

持って来て，「シカ　シカ」と言って，私に手渡す。「お

んなじね。シカちゃんですねえ」と言うと，力をこめて

「ウーン」と，感きわまるような声で返事をする。小さ

なヒメネズミの写真を見ると，すわっているお尻を浮か

すようにして手をたたいて喜んで，「チュッ　チュッ，チ

ュッ　チュッ」と言う。私が，「小さいね。このネズミさ

ん」と言うと，また「ウーン」と，いかにも同感といっ

た感じで返事をする。ヒメネズミを指さして「ミンミン」，

イタチを指さして「カーカ　カーカ」と言う。リスの写

真を指さして「これ，何？」といった表情で私を兄るの

で，「リスさんよ」と言うと，「ウン」と言う。「ちっちや

いね」と言うと，「チッチャーイ」と言って，リスの写真

に口つ“けする。いかにもかわいくてたまらないといった

様子である。こちらに向かって走って未るウサギの絵を

兄て，「ミンミーンって言ってるよ」と言うと，「ミンミ

ーン　ミンミーン」とうれしそうにウサギに向かって言

い，これまたその写真に口づけして笑う。そして，立ち

あがって，おもちゃ置き場に行き，小さなバスケットを

もってくる。自分であけて，「アッター」と言って，中か

らビニール製のウサギ型の鉛筆キャップを取り出す。こ

れは，4，5日前，自分でバスケットの中に入れておい

たもので，ウサギのことが語題になったので思い出した

らしい。よく覚えていたものだと感心する。私が大げさ

に「ミーちやん，覚えていたの？　その中にウサギさん

がいたのを！」と言うと，「ウーン」と得意そうに返事を

する。お尻が大写しになったサルの写真を見て，顔は写

ってなくてもサルとわかるらしく，「キャッ，キャッ」と

言う。「お尻が赤いね」と言うと，自分のお尻にさわりな

がら「シッコ　シッコ」と言う。テン（獣のテン）の写

真は，テンと言って教えてもわからないだろうと思って，

「キツネさんよ」と言って聞かせる。ふさふさしたしっ

ぽをみて，「シッポ，シッポ」と言う、こちらを向いたそ

のかわいい写真にまたもやチュッと音をたてて口づけを

する。「ミンミーン，遊ぽうって言ってるね」と言うと，

うれしそうに「ウーン」と言う。雪の中をとぴはねてい

るヒメネズミを兄て，「チュッチュッ」（ネズミの意）と

言い，今度は自分から「チッチャイ」とつけくわえる。

この『けもの・たちのみち』は，とても気に入ったらしく

何度も見る。一日中，ひらいて兄ているという感じであ

った。

　事例42〈昭和54．2．21（1歳7か月）〉

　『げんたとやまんば』（前出）は，内容も絵もM児には

まだちょっとわかりにくそうなので，与えないままにし

ておいたら，ステレオの上にあるのを兄つけて，取って

もらいたがる。男の子を見て「カックン」と言っていた

が，あまり興味を示さず，最後までは兄なかった。

　事例4認〈昭和54．2．22（1歳7か月）＞

　午後。Eと『けものたちのみち』を2，3因くりかえ

し見ていた。ヒメネズミの写真を指さして「チッチャイ！」

と言い，それより大きイタチの写真を「カーカ」と言う。

おサルさんのお尻は「シッコ」。テンの写真は「シッポ，

シッポ」と言い，Eが「ミンミンのしっぽは？」と聞く

と，自分のお尻に手をやって，「ナーイ」。すぐに「トー

ト」と言って，Eのお尻にさわる。Eが「とうちゃん　ナ

ーイ」と言うと，「ミンミン　ナーイ」と言う。

　事例44く昭和54．2．22（1歳7か月）〉

　午後。『そらがとびたいねずみくん』（なかえよしを作，

上野紀子絵，ポプラ社，1976，タテ18㎝ヨコ7．5㎝）を

出して兄ている。最後のぺ一ジでコウモリが羽をとられ

て泣いている絵が出てくると，「イターイ，イターイ」と

言い，自分の鼻をつまんでみせて，「イターイ，オアナ（鼻

の意）」と言う。

　事例45〈昭和54．2．22（1歳7か月）〉

　午後。Eがこたつに横になって本を読んでいると，M

児は，自分の本棚から『とこちゃんはどこ』（前出）を持

ってEのそばに行き，Eが読んでいた本を下に置かせよ

うとして，「オイテ，オイテ，トート　オイテー」と言う。

初めて「オイテ」（置いての意）という言葉が出る。Eが

本を下に置くと，すばやく『とこちゃんはどこ』をさし

だして，Eに読んでもらおうとする。Eがわざと置いた

本をまた取り上げて読むと，Eの腕をひっぱるようにし

て，「オイテー，オイテー」と言って，力つ’くで一緒に兄

ようとする。

　事例蝸＜昭和54．2．24（1歳7か月）＞

　『にわとりさん』（なかのひろたか作，わかやましずこ

絵，福音館，1971，タテ21cmヨコ19㎝）を兄ていて，三

輪車にのっている男の子の絵を見て，Eが「ミーちゃん
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も，同じの，もってるね」と言うと，「ウーン」と言って，

キョロキョロしながら自分の三輪車をさがす。「シャンシ

ンシャー，シャンシンシャー」と言いながらさがす。兄

当たらないと，こたつのふとんをめくって，その中を兄

ている。私が，乾かすために，こたつの中にM児の下着

やおしめカバーを入れているを見ているので，その中を

覗いて兄たのだろう。Eが，「あの中に三輪車があるかも

しれないと思ったのかな」と言って笑う。（＊当時，買っ

たばかりの三輪車を，外は寒いので，都屋の中で乗せて

いた。ちょうどこの日の午前中，それまで「ブッブー」

と言っていた三輪車のことを，自分から「シャンシンシ

ャー」と言えるようになったばかりである。）同じく『に

わとりさん』（前出）を見ていて，男の子とニワトリが同

じぺ一ジに出ている絵のところで，「カックンコッコ　カ

ックンコッコ　カックンコッコ」と，続けざまに何度も

言う。「カックンのコッコ」（ニワトリの意）と言ってい

るのか，「カックンとコッコがいる」と言っているのかわ

からないが，「カックンコッコ」というのは，M児の作り

出した合成語であった。

1歳7か月における絵本享受の実態と考察

　①〈事例22〉からは，絵本が自分の所有物であるとい

う意識をもっていたことがわかる。M児に与えた絵本は，

いつでも出して見られるように，小振りな木のボックス

に入れていた。M児はその前にすわって，自分が読みた

い絵本を取り出してながめたり，私たちの所へ持って未

たりした。自分の所有物であるという意識をもたせるこ

とは，子どもが絵本とのかかわりを強め，絵本への愛着

を深める上で助けになるように思われる。

　②この時期になると，イメージする力が発達してきた

ことがわかる事例がふえてきた。実際には兄えていない

ことでも，イメージとして心にその映像をはっきりと描

いて行動するようになった。当時，私は，「見えないもの

が見えるようになってきた」と目を兄張る思いをしたの

を覚えている。それは絵本とのかかわりの中でも日常生

活の中でのちょっとした行動面でも，言葉の発達面でも

観察された。

　〈事例23＞で，Miffyちゃんが立っている表紙の絵を兄

ながら，「シュッシュー，ポッポー」と言っているのは，

M児には，Miffyちゃんが電車に乗っている絵本の中味が

イメージされているからである。こういう事例は，1歳

6か月のく事例17〉〈事例20〉でもすでに観察されている。

〈事例37〉では，久しぷりに出してもらった『三びきの

こぷた』を受けとると，すぐに「オアヨー，オアヨー」

と歌いだした。これはこの絵本に出てくる柱時計をイメ

ージしてのことである。く事例39〉や1歳9か月の〈事例

67＞も同様である。絵本の内容を，そのごく一部ではあ

っても，映像化できるようになったことは，M児にとっ

て絵本を享受することがさらに楽しさや喜びをもたらす

ものになっていったと思われる。

　③く事例24＞は，日常生活の中での行動面で観察され

た映像化の事例である。父親のたてる物音を聞いただけ

で，実際に兄ていなくても，M児には父親が何をしてい

るのかがわかっている。イメージとして「見えないもの

が兄える」ようになってきたことを示している、

　④言葉の発達面でのイメージ化は，「ナイ」という言葉

を使い始めたことである。M児が初めて「ナイ」という

言葉を使ったのは，1歳7か月に入って6日目，〈事例25〉

においてである、『ことばの誕生・うぷ声から五才まで』

（岩淵悦太郎1波多野完治他著，昭和43年，日本放送出

版協会刊）には，ジュンちゃんという男の子が，1歳3

か月ごろ，飛行機の音を聞きつけて窓を開けて外を見て

も飛行機が兄えなかったので，「ナイrと言ったことが

記されている。それに対して波多野完治氏は，この「ナ

イ」について，「これは不存在の意味で『ナイ』を使った

もので，こういうナイができるようになるためには，『心

の中』に，あるものの映像が存在し，ある行為をすれば

（この場合は，マドをあければ）それが出てくるという

期待があって，それが裏切られる，ということがなけれ

ばならぬようです。つまり，心の中での映像的存在が『ナ

イ』の前提なのです。」と解釈されている。

　ジュンちゃんと同じことが，M児にもおこったわけで

ある。一度「ナイ」という言葉を使い始めると，M児は

どんどんこの言葉を使うようになった。例えばく事例28〉

のように，外出した時，いると思っていたネコがいつも

の場所にいなかった時など必ず「ナーイ」と言うように

なった。〈事例26＞では，絵本の中で，窓の外に月が出て

いないぺ一ジとその次の出ているぺ一ジを見ていてその

ことに気づき，月を意味する身振りと「ナーイ」という

言葉を使って，M児なりに知恵を絞って私に「このぺ一

ジには月がないよ」と教えようとした。波多野完治氏は，

先に引用した文章に続けて，「また，この場合のナイは，

多分に感動詞的な雰囲気があります。こういう感情のこ

もった全体的発言が凝縮して，そこからことばが発達し

て行くのでしょう」という深い洞察を示されている。く事

例26〉と照らし合わせて考えて兄ると，そのとおりだと

いうことがわかる。月がないということに気づいたM児

は，その感動的発兄を私に伝えたくて，知恵を絞ったの

であるが，そういう行動をとおして，表現力や対話力が
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伸びていくことがわかる。

　〈事例31＞は，1歳児1前半期から読んできた『とこ

ちゃんはどこ』を兄ていて，M児が〈とこちゃん〉がい

ないぺ一ジがあることに気づいた事例である。この絵本

の主人公＜とこちゃん〉は，すぐにトコトコかけだして

人込みの中に紛れ込んでしまうのだが，必ずどこかにち

ゃんと描かれていて，その〈とこちゃん〉を探すのがこ

の絵本の楽しみの一つである。ところが，デパートの場

面は，1階から3階までと4階から6階までとの2場面

に分けて描かれていて，1階から3階までが描かれてい

るぺ一ジには，〈とこちゃん〉は描かれていないのである。

それまでM児は，そのぺ一ジにはほとんど関心を示さず，

次のぺ一ジの食堂の前にいるくとこちゃん＞を見つけて

喜んでいた。ところが，〈事例31〉で，〈とこちゃん〉の

いないことに気づいたM児は，私の手をひっぱってその一

ことを教えようとして，〈とこちゃん＞が描かれていない

ぺ一ジの上を指でなでながららしきりに「ナーイ，ナー

イ」と言った。「ナイには，感動詞的な雰囲気がある」と

いう波多野氏の指摘のとおり，その「ナーイ」には，感

動的響きがあった。

　このようなM児の事例を兄ていると，絵本を読み聞か

せてきたことがイメージの力を伸ばすことになったし，

イメージの力が伸ぴてくると，絵本とのかかわり方にも，

絵本の読みとり方にもさらに深まりが出てきたことがわ

かる。そして言葉の発達も．促されることがわかった。こ

こに，1歳期における絵本の読み聞かせの大きな意義を

兄出だすことができる。

　⑤M児の場合，絵本とのかかわりをとおして新たに言

えるようになった言葉が多く見られた。上記の「ナーイ」

もその一つであるが，〈事例27〉〈事例33＞〈事例40〉など

は，その様子がよくわかる事例である。〈事例27〉では，

『おはようミケット』の中に描かれている傘の絵に気づ

いて，それを私に教えたくて初めて「タァサ」と言う。

〈事例33〉では，歌の絵本『ぞうさん』の中の「あくし

ゅでこんにちは」という歌がのっているぺ一ジが出ると，

握手をしている絵を見て，私の手をにぎり，初めて自分

から「アーシュ」と言う。〈事例40〉では，初めて兄る『か

ずちゃんのおつかい』を私と一緒に兄ながら，「オイデー」

「ハイ，ドージョー」など，私の言葉をすぐに真似て言

う。覚えたばかりの「ジーチャン」という言葉もさそっ

く使っている。また，男の子と女の子が遊んでいる絵を

見て「ミンミントー，カックントー」と歌い出したが，

この接続詞の「ト」は，二日前に私の真似をして言える

ようになったばかりである（〈事例38〉参照）。その「ト」

を適切に使いこなしている。

　このような事例から，言葉を覚え始めた子どもにとっ

て，絵本は，言葉への興味や関心をもたせ，言葉の意味

を絵によってイメージ豊かに理解させること，絵本の中

で気づいたことを相手に伝えようとする意欲を起こさせ

ること，言葉を交わし合う喜びを与えるものであること

など，いろいろな面で，言葉の発達を促すことがわかる。

　⑥1歳半前後から，2語文や3語文など，語の連鎖が

出てくるが，M児の記録を兄ていると，絵本を読んでい

る場面でも，それらが観察されることが多かった。たと

えば，M児が二つの語を連鎖させて一つの語をつくった

ことが，く事例46〉で観察されている。「カックン」と「コ

ッコ」という言葉を結びつけた「カックンコッコ」がそ

れである。その後も，このような語を連鎖させた言葉の

数はふえていった。1歳8か月では，〈事例47〉の「アッ

チニーチャン」，〈事例53〉の「ブンブンハチ」，〈事例55〉

の「シューパッパ」など，いくつかの事例が記録されて

いる。特に，〈事例53〉の「ブンブンハチ」については，

以前に語りかけていた言葉が，まるで草花の種のように

M児の中で育ち続け，ある日突然「ブンブンハチ」とい

う言葉になって出てきたことに，「パっと花が開いたよう

な感じがした」と，言葉を兄つめてきた親としての感動

が記されている。子どもの言葉は，大人が外部から与え

続ける努力と，子どもの内部から育ってくる力と，その

両者の好ましい共同作業の中から生まれてくるのだとい

うことを強く感じたのであった。

　⑦絵本の読み聞かせは，対語力の発達の上でも役だっ

た。対語力というのは，言葉をやりとりする力である。

先に引用した『ことばの誕生。うぷ声から五才まで』の

中で，波多野完治氏は，満2歳までにも言葉のやりとり

は多少できるようになっているが，しかしこれは，子ど

も→おとな，おとな→子どもというように，「行きつ」か

「もどりつ」かの一つだけだと指摘しておられる。そし

て，子ども→おとな→子ども，おとな→子ども→おとな，

という「行きつもどりつ」，特に，前者の子どもの方から

語題を出してのやりとりは，満2歳にならないと可能で

はないと明言されている。ところが，M児の記録には，

1歳7か月の後半あたりから，非常に単純なやりとりで

はあるが「行きつもどりつ」している事例がいくつか兄

られる。

　〈事例39〉では，『おはようミケット』を父親と見なが

ら，父親が「ニャーンがいるよ」と，絵本の中のネコの

絵をさすと，「マンマ」と言って，そのネコがマンマを食

べていることを伝える。その言葉を受けて父親がもう一

度「マンマ，たべてるよ」と言うと，「ウン」と答えてい

る。極めて単純なやりとりであるが，「マンマ」と言って，
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M児が語題を先にすすめたことが，このやりとりを対話

として成立させている。

　〈事例40＞では，『かずちゃんのおつかい』を私が読み

聞かせている時，あるぺ一ジまでくると，店先にドッジ

ボールがつってあるのを目ざとく兄つけて，自分から「ボ

ーウ，ボーウ」と言い，「ハーイ」と言って手をさし出す。

私が「おばちゃんにハイしたね」と言うと，「ウン」と言

う。さらに，酒屋のおじさんがでてくると「ジーチャン，

ジーチャン」と言い，私が「ほんとだ，おじいさんね」

と言うと，「カックン」と言う。そこで私が「カックンの

おじいさんなの？」と聞くと、「ウン」と答える。この事

例でも，「ボーウ」「ハーイ」「ジイチャン」「カックン」

など，いずれもM児の方から語題を投げかけていて，「子

ども→おとな→子ども」という「行きつもどりつ」がで

きている。特に，後の方は，「ジーチャン」と言う語題を

出し，続いてそのおじいちゃんは「カックン」のおじい

ちゃんだと言っている。つまり，子ども→おとな→子ど

も→おとな→子ども，というやりとりができている。こ

の他にも，〈事例43＞や，1歳8か月の〈事例54＞〈事例

56〉などに，同じようなパターンのやりとりがみられる。

　これらは，いずれも絵本を、なかだちにして成立してい

る対語である。日常の生活場面において，このような「子

ども→おとな→子ども」という「行きつもどりつ」が自

在にできるようになるのは，波多野氏の指摘されるよう

に，2歳以降の発達になると思われるが，絵本の助けが

あれば2歳以前でも十分に大人との対話が成立すること

は，これらの事例から明らかである。そして，このよう

な絵本を介しての対語体験の積み重ねは，子どもの対語

力の発達を促すように思われる。

　⑧自分の好きな絵本，興味のわかない絵本，嫌いな絵

本など，絵本に対する好みがかなりはっきりと現われる

ようになった。〈事例40＞でM児は，初めての絵本が3冊

枕元に置いてあるのを兄つけてさっそく兄始める。『かず

ちゃんのおつかい』は，主人公の男の子かずちゃんを「カ

ックン」，そのお母さんを「カーカ」と呼んで，1ぺ一ジ

目から親しみをもった。私が説明する言葉をすぐに真似

たり，自分の知っているものが出てくると自分からどん

どん言葉を発して，1ぺ一ジ1ぺ一ジ，最後まで興味を

もって見ることができた、自分と同じような女の子や男

の子，お父さんお母さん，自分の知っている事物や生き

物などが出てくる絵本，自分に理解できる行動など，身

近な生活体験が描かれている絵本，このような，いわゆ

る生活絵本に対してとても興味を示し，すぐに好きな絵

本になった。M児の大好きな『おはようミケット』や『あ

な』を初めて読んでもらった時も，〈事例12＞〈事例29＞

に記録されているように，すぐにこれらの絵本に夢中に

なった。そこに自分がよく知っていることが描かれてい

たからである。

　〈事例41＞の『けものたちのみち』は，動物の写真集

である、表紙のカモシカの写真を兄せて「カモシカよ」

と言っただけで，絵本にとびついて，私の手から絵本を

奪い取ってしまった。M児は，O歳期からシカが大好き

で，その写真を兄ただけでこの絵本に夢中になった。そ

して1ぺ一ジ1ぺ一ジ，かわいい小動物たちが出てくる

たぴに，手をたたいて喜んだり，写真に口づけしたり，

感きわまりないといった声をたてたりした。その日は，

読み終わっても何度も繰り返し見ていたし，次の日も〈事

例43〉にあるように，父親に何度も読んでもらっていた。

小動物たちの躍動感あふれる写真，そのかわいらしさ無

邪気さ；生命の輝きが詩情豊かに伝わってくるこの絵本

は，しばらくの間M児の愛読書になった。M児も幼いな

りに，生命の輝きにふれて，動物たちをいとおしく感じ

ることができたようである。

　ところが，〈事例42＞の『げんたとやまんば』に対して

は，ほとんど興味を示さなかった。昔語の形をとった創

作でストーリー性が高く，絵も物語の一場面を描いてい

て，それだけ兄たのでは，なにを意味するのかM児には

理解できないものが多かった。しかも色やタッチがパス

テル調のぼんやりしたものなので，それもM児をひきつ

けなかったようである。自分にはよく理解できない内容

の絵本，長いストーリーで，絵は挿絵的にかかれている

ような絵本，淡いタッチで，何が描かれているのか一目

でパッとわかりにくい絵本，このような絵本は，この時

期のM児には，まだ十分に理解できず，興味ももてない

ようであった。ずっと後になって，M児が3，4歳にな

って，長いお語も聞けるようになり，こわいお語も好き

になり，やまんばについても理解できるようになったと

き，この絵本はM児の好きな絵本の　冊になった。

　く事例61＞は，1歳8か月後半の記録であるが，ここ

で取りあげて考察しておきたい。『地獄と極楽』（野沢と

もかつ文，中村ひろし絵，大道社）は，あるお寺で父親

がおもしろがって買ったマンガで，M児に買ったわけで

はないが，M児はそれを兄つけて自分で見始める。節分

の時にオニのお面をかぷって遊んだりしたので，オニの

ことは知っていて三初めのうちは自分の知っているオニ

などが出てくる絵本として興味をもって見ていた、しか

しあまりにもむごたらしい描写にこわくなって，「オニ，

アーワイ（怖い），アッチッテー」と本をたたいたり，押

しやったりしていやがった。怖い絵や怖い内容に対して

激しい嫌悪を示したことに，いささか驚いた。M児にと
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って，この絵本から受けたおそろしさは，イメージのう

えでの初めての恐怖体験だったと思われる。

　ちなみに，M児は，5，6歳になって，この『地獄と

極楽』を時々出して兄るようになった。小学校にあがっ

ても，たまに兄ていた記憶がある。仏教の説く死後の世

界を如実に描いているこのマンガに，何かひきつけられ

るものをの感じていたのであろう。その姿に，M児の心

の成長を見る思いがしたのであった。

1歳8か月

　事例47〈昭和54．3．1（1歳8か月）〉

　午後。『とこちゃんはどこ』（前出）を持って来て，表

紙や裏表紙にたくさんの子どもたちが遊んでいる絵の中

の何人かの子どもを指でさしながら，「フン，フン」と鼻

声を出して，私にその子どもの名前を言ってもらいたが

る。M児が指さす男の子や女の子に対して，「それはね，

あっくんよ」とか「それはね，かなちゃんよ」というふ

うに，遊びに来る子どもたちの名前を言ってやると，「ウ

ーン」とか「ウン」とか言って，いかにも「そうだね」

といったような顔でうなずく。少し年上の男の子を指さ

した時，私がだれにしようかと迷っていると，さっさと，

「アッチニーチャン」と自分で言う。「咋日のおにいちゃ

んなの？」と聞くと，「ウン，二一チャン」と言う。（前

日，堺市の友人宅に遊びに行き，M児はそこの5歳と7

歳の男の子のことを「二一チャン」言えるようになった。

その夜家に帰って，Eから「だれがいたの」と聞かれて

「アッチニーチャン」と答える。「アッチ」は，「向こう

の」という意味。「遠い所のオニーチャン」という意味の

M児の造語といってよいであろう。年長の男の子の絵を

兄て，M児は，昨日の年上の男の子たちを思い出し，「ア

ッチニーチャン」と言ったのである。）

　事例蝸〈昭和54．3．1（1歳8か月）＞

　私が料理の本を見ていると，「ミンミン　アッテー」（M

に貸しての意）と言って，私から本を取り，自分で開い

たぺ一ジの料理の写真を，一つ一つ指でおさえては，「オ

ーシィ」「オーシィ」「オーシィ」（おいしいの意）と言う。

　事例蝸〈昭和54．3．1（1歳8か月）＞

　午後。おもちゃのバケツにブロックを入れて，「チンチ

ン　オーフ，チンチン　オーフ」と，豆腐屋さんの真似

をしている。そして自分で「チョーダァイ，チョーダァ

イ，オーフ　チョーダァイ」と言う。私がおもしろそう

に兄ているのがわかると，のけぞるようにして笑う。（＊

当時，豆腐屋がチリンチリンと鐘を鳴らして車で売りに

来ていた。）

　事例5⑪〈昭和54．3．1（1歳8か月）＞

　午後。かなちゃん（近所の5歳になる女の子）が遊び

に来て，『三びきのこぷた』（前出）を一字一字声を出し

て拾い読みしている。M児は，そばにすわって，「ター，

アー」などと真似ていたが，かなちゃんが相手になって

くれないので，Eの書斎へ行ってしまう。Eが，「おねえ

ちゃん，何してるの？」と聞くと，「ジージ」（字の意。

M児は，Eが本を読んだγ）原稿を書いたりして仕事をす

ることを「ジージ」と言っていた。）と答える。「ジージ，

読んでるね」（E），「ウン」（M），「ミーちゃんも読んで

ごらん」（E）と言うと，『くまちゃんのいちねん』（前出）

をEのところへ持って行き，かなちゃんの真似をして「カ

ー，ター，アー，ヤー」などと，思いついた音を発して

絵本の字を読む真似をする。

　事例引〈昭和54．3．1（1歳8か月）〉

　午後。『けものたちのみち』（前出）をやぷいてしまう。

私が「あとで直してあげるからね」と言って，高い棚の

上に置くと，M児は，私に向かって「アーファン，アー

ファン，アーファン」と言う。何のζとを言っているの

かわからず，「アーファンって，何のこと？」と聞くと，

ちょっととまどったように黙っていたが，また，上の方

を見て，「アーファン，アーファン」と言う。棚の上の『け

ものたちのみち』を見上げている様子なので，「ご本のこ

とを言ってたの？　あのご本はね，おかあちゃんが，き

れいきれいしてあげるからね」と言うと，「ミンミンオー

ファン　キエキエー」と言って，やっと自分の言ってい

ることがわかってもらえたといった顔で，あっちへ行く。

「アーファン」（ご本の意）という言葉が初めて出る。

　事例52く昭和54．3．1（1歳8か月）〉

　夜。『くまちゃんのいちにち』（前出）を一緒に見てい

る時，魚屋さんの店先のハマグリの絵をさして，それが

何か教えてもらいたがる（＊当時まだ，「ナニ」という言

葉は出てきていないが，これ何？といった表情やしぐさ

をして，ものの名前を教えてもらいたがるようになって

いた。）。「貝よ」と言うと，「カイ」とはっきり真似る。

「ミーちゃん，食べたことあるでしょう」「ウン」。「おい

しいのよ」「ウン」。あとでひとりで，「カイ，カイ」と言

っている。

　事例5黎く昭和54．3．2（1歳8か月）＞

　午前中。ブロックで遊んでいる時，いくつかのブロッ

クを組み合わせて何かを作って，「ブンブンハチ，ブンブ

ンハチ」と言って，私に兄せる。「あら！　これハチなの？

ミーちゃん，かしこいねえ」と頭をなでると，「ウーン」

とかわいく答えて，走ってカレンダーのところへ行って

ハチの絵を指さして，「ブンブンハチ」と言う。「ハチ」
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という言葉を初めて言う。1歳前後のころ，よく『ぼく

のうちのどうぷつえん』（中谷千代子作。絵，福音館，1970，

タテ20㎝ヨコ19㎝）を読んでやり，ハチの出てくるぺ一

ジでは，「ブンブンブン　ハチがとぷ」という歌をよく歌

ってやっていた。しかし，ここ何か月間ハチが語題にな

ったことはなかった。以前よく語しかけたり歌って聞か

せたりしていた「ブンブンブン　ハチがとぷ」という言

葉が，今日突然，「ブンブンハチ」という言葉になってM

児の口をついて出るのを聞いて感心してしまった。一度

語りかけた言葉は，畑に種をまいたように，子どもの心

の中で育ち続けているのだという思いを強くする。「ブン

ブンハチ」という言葉を聞いて，M児の中で育ち続けた

言葉が，まさにパッと花ひらいたという感じがした。

　事例54〈昭和54．3．3（1歳8か月）＞

　午後。『おおきなかぷ』（内田莉沙子再語，佐藤忠良絵，

こどものとも，福音館，1962，タテ19cmヨコ26cm）を見

ていて，イヌの絵が出てくると，自分で「イニュ」と言

う◎「そう，イヌよ」と答えると，すぐに「アーワイ」（怖

いの意）と言う。「こわいの？」と聞き返すと，「ウン」

と言う。「イニュ，アーワイ」「イニュ，アーワイ」と，

2，3回くりかえす。今までイヌのことを「ワンワン」

と言っていたのに，自分から「イニュ」と言う。

　事例55〈昭和54．3．5（1歳8か月）＞

　午前中。「オーファン　オーファン」（ご本の意）と言

いながら，『あな』（谷川俊太郎作，和田誠絵，こどもの

とも，福音館，1976，タテ19cmヨコ26cm）をもって来る。

「ご本持って来たの。読んでって言ってごらん」と言う

と，M児は，絵本を私に差し出しながら「オンデー」と

言う。初めて「読んで」という言葉を言う。

　『あな』を見ていて，くわえタバコしたオトーサンの

絵を指さし，「トート，パッパ（タバコの意）。シューパ．

ツパ，シューパッパ」と，「シュー」のところは口をすぼ

めて空気を吸う真似をする。EがM児の前でタバコを吸

って見せたのを，そのままを真似ている。

　事例5蘭く昭和54．3．5（1歳8か月）＞

　「オコー　オコー　オコー　オコー！」（どこの意）と

大きな声で言いながら，『とこちゃんはどこ』（前出）を

持って来る。こたつの上に本をひろげて，「オコー」と言

ってぺ一ジをひらき，とこちゃんを指さして「イター」

と言ってEや私を見る。「ほんとだ。とこちゃん，いたね◎

よかったね」と言うと，「ネー」と，いかにもうれしそう

に両手を胸の前で合わせて，相づちをうつ◎今まで，「ア

ッター」と言っていたのに，「イタ」が言えるようになっ

ている。

　事例57〈昭和54．3．16（1歳8か月）＞

　午前中。Eが出かける準備をしているのを見て，「ミン

ミン　イクー」と言って，玄関まで出て行き，ドアの鍵

を開けようとしたり，自分のズックを取り出してはこう

とする、私が「おとうちゃんは，お仕事だからね。おか

あちゃんとお留守番してましょうね」と言うが，「イクー」

と言ってきかない。Eが「ミンミン，バイバイ」と言う

と，「ミンミン，イクヨー」と泣き出す。

　今までは「バイバイ」と機嫌よく送り出したのに，「イ

ク（行く）」という言葉が言えるようになって，「イクー

イクー」とだだをこねる、「行く」という言葉を使えるよ

うになったことによって，感情表出が明確になり，自己

主張も強くなり，行動様式まで変わってきた。言葉が子

どもの成長にもたらす力の大きさを感じないではいられ

ない一こまであった。

　事例珊〈昭和54．3．16（1歳8か月）〉

　『ひとりぼっちのライオン』（長野博一作・絵，福音館，

1973，タテ21cmヨコ19cm）を持って来て，勝巳くん（同

じアパートに住む同年齢の男の子）の前でひらき，「ウオ

ー　ウオー」とライオンの絵をたたきながら言う。続い

て，ぺ一ジをくっては，「シカチャン」とか「メーメー」

とか，出てくる動物の絵の説明をしている。「ミーちゃん，

ご本を読んであげてるの？」と聞くと，「ウン，アーハァ

ン（ご本の意）」と答える。今度は台所の私のところまで

その本を持って来て，ぺ一ジをめくりながら，「イ，ウ，

イ，ア，コ，ア，工」などと，口もとに力を入れて，唇

をとがらせるようにして，1音ずつ区切って口からでま

かせの音を発する。最近，遊びに来るかな子ちゃんが拾

い読みをしているのを兄ていて，一音一音声をあげて読

む様子を真似るようになった。

　事例59〈昭和54．3．17（1歳8か月）＞

　午前中。こたつの上にあがり，「カーカ，アッホrと

言う。「アッホー」はヤッホーのこと。この言葉は『くま

ちゃんのいちねん』（前出）の中に山登りの絵があり，以

前読んでやった時に，「ヤッホーって言っているのよ」と

説明してやっていた、最近，上記のような場面でよく使

うようになった。絵本で覚えた言葉を，すっかり自分の

ものにしている。

　事例崎⑪〈昭和54．3．19（1歳8か月）＞

　午前中。目がさめて，Kさん（泊まりに来ていた私の

友人）に話かけられると，はじめいやがって顔をそむけ

たりしていてが，すぐになれて，自分から絵本を持って

来て読んでもらおうとする。『くまちゃんのいちねん』（前

出）『とこちゃんはどこ』（前出）『ロージーのおさんぽ』

（パット1ハッチスン作・絵，渡辺茂男訳，借成社，1975，

タテ21㎝ヨコ25．5cm）など次々と持って来る。Kさんが
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「ロージーがおさんぽに行ったんだって」と言うと，「ウ

ーン」と，いかにも聞いていますよ，といった返事をす

る、「きつねがうしろからついてきてるね」と言うと，今

度は「ネー」と，Kさんを兄て小首をかしげて相づちを

うつ。返事や相つ’ちがかわいくておもしろいと，Kさん

が大笑い、

　事例引〈昭和54．3．20（1歳8か月）＞

　夜。咋日，東大寺の三月堂に行った時，Eがおもしろ

がって『地獄と極楽』（中村ひろレ野沢ともかつ画，大

道社，タテ25．5cmヨコ18cm）という漫画を買う。それを

見つけて，表紙の閻魔大王や鬼の絵を見ていたM児が，

「オニ，オニ」と言う。鬼に責め立てられる老若男女の

絵を「ジーチャン」とか「二一チャン」とか言って兄て

いたが，「オニ，アーワイ」（鬼怖いの意）と言って，手

で閻魔大王の絵をパンパンとたたく。しまいには，「アー

ワイ，アーワイ，アッチッテー（アッチに行っての意）」

と，私の方に本を押しやっていやがる。

　事例62〈昭和54．3．22（1歳8か月）＞

　午後。Eの語によると，M児は，Eに連れていっても

らった奈良の本屋で，書棚においてあるゴロンタの絵本

を兄つけて，興奮気味に「ゴンチャン　アッター」と言

って走りよって行った。4，5メートルも離れた書棚な

のに，よく目についたものだと関心。「どこどこ？」と聞

くと，「アッチ，アッチ」と言いながら，書棚から取って

もらいたがる。帰りのバスの中では，買ってもらった『ゴ

ロンタのうた』『ゴロンタのおはなし』（どちらも小学館

のテレビ絵本シリーズ）を夢中になって見る。（＊ゴロン

タは，当時，NHKの「おかあさんといっしょ」という

幼児番組に出てくる人気者のライオンで，中に人が入っ

て動く人形である。我が家にはテレビを置いていなかっ

たが，ご近所のお宅で兄せてもらってよく知っている。）

　事例6黎く昭和54．3．22（1歳8か月）〉

　午後。ゴロンタの絵本を兄ながら，「ゴンチャン　ゴン

チャン」と言って，さかんにゴロンタの写真をあれこれ

と指さして兄せる。時には「ゴンタン」となる。クマの

トムトムとチャムチャム（＊ゴロンタの友だちの，中に

人が入って動く人形。）の写真を指でさして「ン？」と聞

くので，「トムトム」「チャムチャム」と教えると，「ウン」

とわかったようにうなずく。（何度も）うなずくだけで，

「トムトム」「チャムチャム」と真似ようとはしない。

　事例蘭4＜昭和54．3．23（1歳8か月）〉

　7時40分ころ，起きる。おまるにかけさせると，さっ

そくゴロンタの絵本を兄つけて，「ゴンタン　ダー」と言

って，おまるからなかなかおりようとせず，しばらくゴ

ロンタの絵本を見ている。コロンタや動物たちがたくさ

んお風呂に入っている絵を見ていて，「ゾーシャン　ゾー

シャン　シュッ　シュッ　シュー」と言って，水鉄砲を

する真似をする。兄ると，ゾウが鼻から水をふきあげて

いる。

　事例蝸く昭和54．3．23（1歳8か月）〉

　午後。かな子ちゃん（近所の5歳になる女の子）が遊

びに来て，『ゴロンタのうた』の絵本を兄つけて拾い読み

をする。「い1ぬ。の。お・ま・わ1り・さ1ん・こ。ま。

つ・て1し1ま1つ。て……」まで読んで，カタカナは

まだ読めないらしく「ワンワンワワン」を読みあぐねて・

いると，そばで聞いていたM児が「ワン　ワン　ワワー

ン」と歌う。かな子ちゃんはびっくりして，「おばちゃん，

ミーちゃんは字が読めるの？」と聞く。

　かな子ちゃんが，今度は「げんこつやまのたぬきさん」

の歌詞を拾い読みしていると，M児は調子にのって，「オ

ッパィ　ノーデー　ネンネンチテー　アッコチテ　オブ

チテ……」と歌う。最後の「また　あした」は，まだ言

えない。

　事例66〈昭和54．3．24（1歳8か月）〉

　私がこたつに入っているそぱで，ゴロンタの絵本を見

ながら，さかんにおしゃべりしている。「ミーちゃんは，

ゴロンタ好きなの？」と聞くと，「シュキ」と言う。はじ

めて「好き」が言える。一度「シュキ」（「スキ」と聞こ

える時もある）と言えると，次々と「ゴンタン　シュキ，

ミンミン　シュキ，カックン　シュキ」と「好き」を連

発する。「おかあちゃんは，好き？」と聞くと，甘えたよ

うな小さな声で「カーカ　シューキーヨー」と頭をすり

つけてくる。

1歳8か月における絵本享受の実態と考察

　①この期に入って，M児は，絵本を兄てひきおこされ

る感情や心情を，言葉で表現するようになった。それは

言葉の発達面から兄れば，兄えないもの（感情や心情な

ど）について語ることができるようになったことであり，

叙述力が伸びてきたのである。

　〈事例48〉でM児は，私の料理の本の写真を見て「オ

ーシイ（おいしいの意）」と言った。それまでなら「マン

マ」と言うところである。もちろん，それまでも「マン

マ」という言葉の中に「おいしいね」という気持がこめ

られることも多かったと思われるが，それを言葉で相手

に伝えることができるようになったのである。＜事例54＞

では，『おおきなかぷ』に出てくるイヌを兄て「アーワイ

（怖いの意）」，く事例61〉では「オニ，アーワイ」，〈事例

66〉では「ゴンタン，シュキ（ゴロンタが好きの意）」，
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く事例67〉では「ブッブー，アワイヨ，アッチッテー（自

動車怖いよ，あっちへ行っての意）」，〈事例68＞では「オ

ファン　シュキ，トッテー（ご本すき，取ってちょうだ

いの意）」など，いずれも単純明快な言い回しで，M児の

気持ちが語られている。

　イヌが怖いというのは，当時、散歩の途中でイヌに吠

えられ，その怖い体験からの心情の吐露である。オニが

怖いというのは，『地獄と極楽』の絵に怖さを感じて思わ

ず口をついてでた言葉である。自動車が怖いというのは，

散歩の時など，いつも私から教え込まれているからであ

る。〈事例66＞で，M児は初めて「シュキ（好きの意）」

と言えるようになったが，記録を見ると，その後の何日

間は「○○シュキ，△△シュキ」といった具合に，「シュ

キ，シュキ」の連発であった。好きなものがたくさんあ

るのに，それを言葉で伝えられないもどかしさがあった

のだろうなと，「シュキ」と言えるようになったM児のう

れしさを推し量りたくなるほどの「連発」であった。

　〈事例57＞には，「イク（行く）」と言えるようになっ

たM児の自己主張の強さや行動様式の変化が記録されい

てる。当時私は，「言葉が子どもの成長にもたらす力の大

きさを感じないではいられない」という感想を記してい

る。直接目では見えないもの（感情や心情）を言葉で表

現できるようになったM児の記録を読みなおしてみると，

こういう言葉の獲得は，絵本を享受する上でも，大きな

力になっていったと思われる。

　②言葉の発達面でもう一つ特徴的なことは，「成人語」

への切り替えが始まったことである。私はM児が生まれ

ると，できるだけ育児語（いわゆる幼児語）で語りかけ

てきた。子どもにわかりやすく，子どもも語しやすく，

言葉への興味や関心が育つ言葉だからである。M児も「ワ

ンワン」「ニャーン」「ブッブー」「マンマ」など次々と覚

えて，言葉のやりとりも自由にできるようになった。そ

の使いなれた言葉を，自分から成人語に切り替え始めた

のである。

　〈事例46＞は1歳7か月の最終日であるが，それまで

「ブッブー」と言っていた三輪車のことを，「シャンシン

シャー」と言った。〈事例54＞では，「ワンワン」を「イ

ニュ（イヌの意）」と言うようになった。〈事例68＞ではう

それまで「マンマ」と言っていたケーキの絵を見て「ケ

ーキ」と言った。たべもののほとんどを「マンマ」と言

ってきたのである。

　幼児言語の研究者村田孝次氏は『幼児の言語発達』（昭

和43年1月，培風館刊）において，「多くの研究が報じる

ところから，成人語への転向は，1歳の中ごろから終期

にかけて急遠に進められると結論することができる。choo一

chooからtrainに，イヌがwauwauからdoti（doggie）にと

いったふうに，この時期に子どもの語は大きな急変をす

る。日本児についてもこれはまったく同様である。」と述

べている。

　村田氏は，また，成人語が優勢化する1歳後期までは，

育児語による語りかけが言葉の発達にとって有効である

が，子どもの方から成人語に切り替え始めたら，育児語

での語りかけは，むしろ成人語の発達と文の形成とを妨

げる緒果を生ずると指摘されている。

　M児の場合も，テキストどおりに、1歳後期に入って

成人語への切り替えが始まったわけである。それまで私

に「ワンワン」と読んでもらい，自分でも「ワンワン」

と言ってきたイヌのことを，自分から「イニュ」と言い

始めた。

　私は，M児が成人語に切り替え始めたのを機に，絵本

の読み聞かせ方を少しずつ変えていった。それまでrワ

ンワン」「コッコ」などと読み聞かせていたのを，成人語

で「イヌ」，あるいは，育児語に成人語を添えるようにし

て「コッコよ，ニワトリ」というように心がけた。そし

て，理解しやすい文章であれば，できるだけ絵本の文章

どおりに読み聞かせることも始めた。そうすることによ

って，成人語への切り替えが自然に促され，文意識や文

章構成力といった面での言葉の発達も自然に促されてい

くと考えたからである。M児もまた，そのような読みを

自然に受け入れていった。

　子どもが，自ら成人語へと切り替えていくようのなる

1歳後半期は，子どもの言葉の発達に即して，絵本の読

み与え方もまた切り替えていく必要があることを指摘し

ておきたい。

　③この期に入って，M児は，絵本を介して人と心をか

よわせ合うことが，いちだんとうまくなっていった。，そ

れは，「相つ’ち」という行為の中にはっきりと兄られるよ

うになった。

　1歳7か月も終りごろの〈事例41〉に，そのような「相

づち」の記録が兄られる。一目兄てすっかり気に入った

『けものたちのみち』を兄ていた時の次のような場面で

ある。表紙のカモシカの写真を兄てすぐにシカの絵のつ

いたタオルケットを持って来たので，「おんなじね。」と

言うと，「ウーン」と，感きわまるような声で返事をする。

ヒメネズミの写真を兄て喜ぷので，「小さいね。このネズ

ミさん」と言うと，いかにも同感といった感じで「ウー

ン」と言う。テン（動物）の写真を兄て争そのかわいら

しさに感動して絵本に口づけをするので，「ミンミーン，

遊ぼうって言ってるね」と言うと，うれしそうに「ウー

ン」と言う。このようにM児は，私がM児のうれしさを
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代弁するようなかたちで語リかける度に，「！一ダネ，オ

カーサン」といった気持ちがこもったような「ウーン」

という返事をした。記録には「返事」と記しているが，

「相づち」と言った方がよい「ウーン」である。それは，

絵本に感動し，その感動を私と分かち含い喜ぴ合う中で，

自然に口をついてでた「ウーン」だからである。本来，

「相づち」というものは，このように感動や喜びなどを

感じて，相手にも共感を求めたり相手と共感し合いたい

思いにかられて，思わず出てくる言葉であろう。大きく

なれば，社交辞令的な心のこもらない「相づち」も言う

ようになるが，初めて観察されたM児の「相づち」には，

相手と共感し合おうとする真情があふれていた。

　その後，1歳8か月の事例の中に，このような「相づ

ち」が多く見られるようになっていった。〈事例47〉では，

『とこちゃんはどこ』を読んでいて，私の語ケ）かけに「ウ

ーン」とか「ウン」とか言って，いかにも「そうだね」

といった顔でうなずいている。く事例56＞では，『とこち

ゃんはどこ』を兄ながら，M児が〈とこちゃん〉を拍さ

して「イター」と言うので，「ほんとだ。とこちゃんいた

ね。よかったね」と言うと，「ネー」と，いかにもうれし

そうに両手を胸の前で合わせて，「相づち」をうつ。〈事

例60〉では，遊びに来ていた私の友人Kさんに，自分か

ら本を持って来て読んでもらうのだが，Kさんが語りか

ける度に，「ウーン」とか「ネー」とか，Kさんのほうを

見て小首をかしげるようにして相づちをうつ。Kさんが，

返事や相づちがかわいくておもしろいと感心したほどで

あった。

　「相づち」の出現は，人と喜びや楽しさを共有しよう

とする心的発達によるものであると考えられる。それに

は，絵本の読み聞かせが大いに役だったと思われる。つ

まりM児は，O歳期からの絵本の読み聞かせをとおして，

一つには絵本に喜びや楽しさや感動を見いだせるように

なっていった。もう一つには，その喜びや楽しさや感動

を，父親や母親と共有することができるようになってい

った。この両方の発達が一つに含わさって初めて，この

ような「相づち」が出てくるように思われる。

　④もう一つ注目したいのは，〈事例60＞に見られたよう

に，自分の知らない人（この場合はKさん）に対しても，

絵本をなかだちにして言葉を交わしたり，心をかよわせ

合っていることである。波多野完治氏は，『ことばの誕生1

うぷ声から五才まで』（前出）の中で，満2歳までの子ど

もは，あまり見たことのない人とは口をきくこともむつ

かしいとして，例えば，はじめての人に「あんた，いく

つ」と聞かれて「ミッツ」と答えることができるかどう

か，これが満2歳以後の成長にかけられる試練であると

述べておられる。

　確かに，この時期の子どもが，初めて知らない人と語

ができるようになるということは，「試練」という言葉が

当てはまるほどに大変なことだと思われる。M児の場含

は，その大変な「試練」を，絵本に助けられながら，早々

としかも楽々と乗り越えることができたように思われる。

〈事例60〉での絵本をとおしてのKさんとのやりとりに

も，そのことがうかがえる。1歳9か月に入って間もな

いく事例68＞は，そのことがさらにはっきりとわかる事

例である。M児は，病院の待合室で，隣りにすわり合わ

せた年配の女性に，自分から絵本を手渡して，読んでも

らおうとしたのである。その方がやさしく相手になって

くださって，絵本の絵を指さして「これはなに？」と聞

かれる度に，M児は次々に「シンブン」「クック」「ケー

キ」などと答えていった。一相手が年配の女性であるとい

う安心感もあったと思うが，見ず知らずの人に心を開い

て言葉のやりとりができたというとはことは，この時期

にすでに自ら人とかかわっていこうとする意志やかかわ

り方を，自然に身につけてきているということである。

「試練」ではなくて「自然にできた」というところに，

○歳からの絵本の読み聞かせの成果や効果の一端を見る

ことができよう。

　⑤〈事例50＞く事例58〉は，絵本の読み方には，字を読

む読み方もあるらしいことに気つ’いてきた事例である。

それまで絵の読みとり中心の読み方をしてきたM児は，

いつも遊ぴに未るかなちゃんが，1音1音声をあげて拾

い読みをしはじめたのを見て，深い印象を受けたようで

あった。く事例50＞では，そばにすわって，さっそく真似

しはじめたが，かなちゃんが相手になってくれないので，

父親の部屋に行ってしまう。父親に「おねえちゃん，何

してるの」と聞かれて，「ジージ（字の意）」と答えてい

るところを見ると、かなちゃんが字を読んでいることが

わかっているのである。「ミーちゃんも読んでごらん」と

言われて、『くまちゃんのいちねん』を兄ながら，1音1

音区切るように音を発して，拾い読みの真似をする。

　＜事例58＞では，同年齢の友だちK君が来た時，M児

より体格の小さいK君を，自分より赤ちゃんだと思って

いて，自分が私に読んでもらったように，「ウオーウオー」

「シカチャン」「メーメー」などとう絵を指さしながら，

読み聞かせる。その同じ絵本を，私には，「ア，イ，ア，

コ，ア，工……」などと，かなちゃんの拾い読みの真似

をして読む。年上の子どもたちはこんな読み方をするも

のだというイメージができあがっているらしく，自分は

もうこういう読み方もできるよという，M児の誇らしさ

が伝わってくる読み方であった。



足立　悦男。足立　茂美 41

　かなちゃんの拾い読みに触れるという偶発的な榊験で

はあったが，M児にとって，絵本の読み方に対して新し

い興味がひろがった体験であった。

⑥〈事例62＞く事例63＞〈事例64＞く事例65＞は，NHK

テレビの幼児番組「おかあさんといっしょ」の人気者ゴ

ロンタが載っている絵本を買ってもらった時の記録であ

る。当時，我が家にはテレビを置いていなかったが，M

児はご近所の友だちのお宅で兄せてもらったり，「おかあ

さんといっしょ」で歌われる歌（ゴロンタ音頭など）の

レコードを買ってやっていたので，ゴロンタのことはよ

く知っていて，レコードをかけてもらっては，遊びに未

た子どもたちと一緒に，歌ったり踊ったりもしていた。

また，自分の大きなラオインの縫いぐるみをゴロンタに

見立ててラ「ゴンチャン」とか「ゴンタン」とか呼んでい

た。つまり，家にテレビはなくてもM児はゴロンタの大

ファンだったのである。

　〈事例62＞は，父親に連れて行ってもらった本屋で，

大好きなゴロンタの載っている本を見つけたのであるが，

その時のM児の興奮ぷり，その本を買ってもらった時の

喜びように父親は驚いたと言う。そして，〈事例63＞く事

例64〉く事例65＞に兄られるように，しばらくの間，M児

はこの2冊の絵本に夢中であった。私はその様子を見な

がら，テレヒのアニメーションや，人形劇（動物たちの

縫いぐるみの中に人が入って動きまわる劇）が，幼い子

どもの心をどれほど強く引きつけるものであるかを，あ

らためて考えさせられた。

　ところで，M児の場合，大好きなゴロンタが大好きな

絵本になっていたことは，大きな驚きであり，喜びだっ

たようである。それまでにM児が出会った絵本のほとん

どは，絵本作家が子どものために何等かのメッセージを

こめて作ったものである。それに比べてこのゴロンタの

絵本は，テレビに出てくるゴロンタたちをいろいろに紹

介しているといった形のもので，いわゆる，情報を満載

したグラビア雑誌といったところである。つまり，M児

にとっては新しいタイプの「絵本」との出会いであった。

　一般には，この種の「絵本」は好ましくない絵本とし

て受けとめられがちであるが，〈情報誌〉としての観点か

ら兄ると，また別のとらえ方ができる。「絵本」というも

のが，自分にどんな楽しみや喜びを与えてくれるのか，

いろいろな絵本榊験をとおして，子ども自らそのことを

知っていくこともまた大切なことのように思われる。

1歳9か月

事例蘭7〈昭和54．3．27（1歳9か月）＞

　午前中。咋日，Eが大学から持って帰った，谷川俊太

郎の〈ことばのえほん＞『ピヨピヨ』（谷川俊太郎作，堀

内誠一絵，ひかりの国，1972，タテ20㎝ヨコ20．5㎝）『か

っきくけっこ』（同上）『あっはっは』（同上）を，M児はラ

久しぷりに手にして，なつかしいとでもいうように，さ

っそくすわりこんで兄る。（＊これらの絵本は，1歳2か

月くらいの時，よく見ていた絵本である。）

　『ピヨピヨ』は，絵本をひらく前から「トントン。ジ

ィチャン　トントン」と言う。男の人が金槌で釘を打っ

ている絵をまだ覚えていたらしい。『ピヨピヨ』の中の，

おんどりの絵を兄て，「コッコッコッコッ，コケッコ」と

か「コッコッコッコッ，ケケッコ」と鳴き真似をする。

「これ，何？」と聞くと，「コッコシャン」と言う。同じ

絵本の中のヘリコプターの絵を兄て，私が「シュバシュ

バだ。ヘリコプターよ」と言うと，「チュバ　チュバ　チ

ュバ　チュバ」と，うれしそうに体を左右にゆすって言

う。トラックの絵が出ると，「ブッブー、アワイヨ。アッ

チテー」（「自動車怖いよ，アッチに行って」の意）と，

車の絵を押しのける動作をする。

　『あっはっはっは』では，1ぺ一ジ1ぺ一ジめくりな

がら，そこに描かれているいろいろな笑い方を，読んで

聞かせると，ほとんどの笑い方を，次のようにうおもし

ろそうに真似る。

　私「アッハッハッハッ」／M「アハハハハ」

　私「イヒヒヒヒ」／M「ヒヒヒ」

　私「エッヘッヘ」／M［エッエッー」

　私「オホホホホ」／M「ホッホッホッホー」

　私「プーツ」／M「ウプーツ」（口に手をあてて）

　私「プンプン」／M「プンプン」

　事例蘭湿く昭和54．3．28（1歳9か月）＞

　午前中。病院の待含室で。『くまちゃんのいちにち』（前

出）を出してやると，その本を，隣りにすわっている年

配の女性に手渡して，読んでもらおうとする。その方が

「これは何？」「これは？」と，絵本の中に描かれている

絵をあれこれ指さして聞かれると，自分の知っているも

のだと，「シンブン」「クック（くつ）」などと，はっきり

と答えている。その中で，みんなでおやつを食べる場面

の絵の中のケーキの絵をさして，「これは？」と聞かれた

時，M児は，はっきり「ケーキ」と答える、初出である。

今までは，ほとんどの食べ物が「マンマ」でかたづけら

れていたのに，このごろは，その一つ一つの名前につい

て興味をもち始めている。ケーキという言葉は，生活の

中でM児もよく耳にしている言葉であるし，その意味も

よく知っているが，今までM児はケーキも他の食べ物同

様，「マンマ」の一点ばりだった。
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　事例舶〈昭和54．3．29（1歳9か月）〉

　夕方，お向かいの史ちゃん（当時，中学生の女の子）

が，本を借りに来る。M児はさっそく遊んでもらおうと，

史ちゃんが玄関正面の本箱の前に立っていると，rアッチ

イコー」と手をひっぱったり，史ちゃんの兄ている本棚

に入っている幼児向けの絵本をさして，「オファン　シュ

キ，オファン　シュキ。トッテー」とねだる。私にまだ

出してもらえない絵本を，この時とばかり，史ちゃんに

出してもらって喜ぷ。

　事例7⑪〈昭和54．4．13（1歳9か月）〉

　『あかいりんご』（なかのひろたか作1絵，福音館，1971，

タテ14．5㎝ヨコ15cm）を読み聞かせる。とてもおもしろ

がるので2回繰り返して読む。読み終わると，「ウシャギ

ハ？」「ウシャギハ？」と，何度も聞く◎ウサギの出てく

るぺ一ジを開いてもう一度そこを読んでやっていると，

そこに出ているキツネをさして「コデ，ナニ？」（「これ

何」の意）と聞く。「キツネさんよ」と答えると，rウン。

アーワイ」（怖いの意）と言う。「キツネさんがリンゴち

ょうだいって言ってるね」と言うと，ウサギがキツネに

リンゴを持って行かれてしょんぼりしている絵を兄て，

「エーン　ェーン」と言う。「そう，ウサギさんはエーン

エーン言ってるね」と言うと，うなずく。さらにぺ一ジ

をめくって，クマがリンゴをはきだした場面では，「クマ

シャン，べ一べ一シタ」と言う。そして，すぐに，「ムイ

ムイネー，ギンゴニ」（「虫がいるね，リンゴに」の意）

と言う。

　事例η〈昭和54．4．14（1歳9か月）〉

　夜。「ギンゴノ　オファン　オンデ」（「リンゴのご本読

んで」の意）と言って，『あかいりんご』（前出）を読ん

でもらいたがる。絵本を開く前からヲ「ウシャギイウネー」

（「ウサギ　いるね」の意）と言って，ウサギが出てくる

のを，楽しみにしている。ウサギがリンゴをだいている

ぺ一ジのところで，「ここ，おかあちやんに読んで」と言

うと，ちょっと絵を兄ていたが、「オイシイ　オイシイ　ギ

ンゴシャーン（リンゴさんの意）」と言う。ここの場面の

文章は，「おいしい　おいしい　リンゴさん　ごちそうに

なりますよ」と書かれている。昨日何度も読んで聞かせ

たので，それを覚えていて，こう言う。

1歳9か月における絵本享受の実態と考察

　①M児は，1歳9か月と7日目（昭和54年4月1日）

から，保育園に通い始めた。私が大阪教育大学及ひ大阪

府医師会看護専門学校の講師として仕事を始めたためで

ある。そのため，M児と一緒にいる時間は少なくなり，

私も新しい仕事の準備で忙しくなり，それまでのような

詳しい育児記録がとれなくなった。しかも，当時は、M

児の言葉の発達面に重きをおいた記録を取っていたため，

その後も細々と続けていた記録のほとんどは，新しい語

彙や言い回しの出現，保育園での様子などが中心になっ

た、絵本に関する記述で事例として取りあげることがで

きるものは，〈事例71〉を最後に，しばしストップしてし

まった。

　く事例67〉〈事例68〉については，1歳8か月ですでに

考察の対象として取りあげたので，ここでは，〈事例69〉

〈事例70〉〈事例71＞について考察を加えたい。

　さて，〈事例69〉を兄ると，本を借りに来たお向かいの

中学生の女の子にまつわりつき，本棚から絵本を取って

もらおうとしたり，読んでもらおうとする。その時のM

児の「オファン　シュキ」（「ご本好き」の意）という言

葉には，この期までにM児の中で育ってきた絵本への愛

着が，いみじくも吐露されているようで，感慨深いもの

がある。また，この言葉からう1歳児1後半期の残りの

2か月間もラ記録には残っていないが，ますます絵本と

のかかわりを深めていったであろうと予測することがで

きる。

　②この予測は，〈事例70〉〈事例71＞を兄るとさらには

っきりとしてくるので，最後にそのことについて考察を

しておきたい。

　私は予1歳8か月に入ってM児の言葉が成人語に切り

かわり始めたころから，M児に理解できるものであれば，

なるべく絵本の文章をそのまま読み聞かせるようにして

いた。『あかいりんご』は，ストーリーの展開も単純でお

もしろく，リズミカルな文章と絵がよくマッチしたわか

りやすい絵本なので，文章どおりに読み聞かせた。スト

ーリーは次のとおりである。

　あかいリンゴを見つけたスズメがリンゴを食べようと

すると，ウサギがそれを取りあげて食べようとする。す

ると，キツネその次にオオカミ最後にクマというふうに，

強い動物が次々に現われてそのリンコをを取りあげてい

く。ところがクマはリンゴをかじって吐き出してしまう。

虫食いのリンゴだったのである。スズメがその虫をおい

しそうに食べる。

　M児はこのお語をおもしろがって2回繰り返して聞き，

読み終わると，ウサギに興味を示して，そこのところを

あらためて読んでもらいたがる。そしてうリンゴをキツ

ネに持って行かれたウサギの気持ちを「工一ン，工一ン」

（泣き声）と自分で解釈したり，顔をしかめてリンゴを

吐き出したクマを兄て，「クマシャン，べ一べ一シタ」と

自分の言葉で説明する。本文では，「うわっ！　まずい。

sokyu
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ぺっぺっ」となっている箇所である。しかも，まだリン

ゴから虫が這い出すぺ一ジを開いていないのに，「ムイム

イネー，ギンゴニ」と言う。なぜ吐き出したか，その理

由が初めの2回の読み聞かせで理解できているのである。

つまり，語の展開や，出てくる動物たちの気持ち，なぜ

リンゴを吐き出したのかなど，この物語の内容がほぽ理

解できていることがわかる。さらに，〈事例71〉を見ると，

前日に読み聞かせた本文の一部をちゃんと覚えていて，

「オイシイ　オイシイ　ギンゴ（リンゴの意）シャーン」

と，本文どおりに言うことができた。

　この二つの事例を見ると，語の筋や登場人物の気持ち

の理解，言葉の言い回しや文章の模倣などが，M児なり

にできるようになっている。記録はとれなかったが，お

そらく，1歳9か月以降も，絵本の内容，言葉，筋など

を自分なりに理解し，絵本の世界を丸ごと楽しむことが

できるようになっていたと思われる。

　ちなみに，2歳2，3か月からは，再び絵本に関する

記述も兄られるようになり，M児は，ストーリーの展開

やお語の筋に興味を示し，次はこうなるとい見通しや期

待をもちながら絵本を読んでもらうのを楽しむようにな

つている。

ちに肌身で感じて育ったということである。物心ついた

時には，もうすでに絵本が大好きで手放せなくなってい

た。1歳期における絵本の読み聞かせは，難無く子ども

をそういう世界に送り込むことができる。私は，そこに，

この期における絵本の読み聞かせの大きな意義があった

と考えている。

　この「幼児と絵本に関する研究」は，育児記録をもと

にして行った臨床的研究である。この研究をとおして，

○歳児11歳児の絵本享受の実態と，絵本享受をとおし

てみられる幼児の言語発達の様相を，ある程度明らかに

できたものと考えている。

おわりに

　以上，M児の育児記録から，1歳児1後半期（1歳6

か月～1歳9か月）における絵本享受の実態を事例をあ

げて詳しく報告し，考察を加えてきた。

　この考察をとおして，この時期の子どもがどのように

絵本を受けとめるのか，この時期の子どもの言葉の発達

が絵本によってどのように促されるのか，この時期の子

どものイメージの力（映像化）が絵本によってどのよう

にひきだされてくるのか，この時期の子どもが絵本の内

容や絵をどこまで理解できるようになるのか，この時期

の子どもが身近な人と同じ世界を共有する喜びや楽しさ

を，絵本がどのように与えてくれるのか，また，この時

期の子どもが知らない人とかかわれるようになる上で，

絵本がどのような役割を果すのか，これらのことを，具

体的に明らかにすることができたのではないかと思う。

　この度，育児記録を読み直して兄て，私は，あらため

て，絵本の読み聞かせが，O歳，1歳というごく幼い子

どもの心や言葉の発達に大きな影響を与えることを確認

することができた。しかし，それ以上に，この時期から

絵本を読み聞かせてよかったと思うことは，絵本という

ものが自分になにをもたらしてくれるものであるか，そ

のことを子ども自身が知識や理屈ではなく，無意識のう


